
〈小数のかけ算①〉
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〈小数のわり算①〉
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〈小数のかけ算①〉 〈小数のわり算①〉
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〈平行四辺形と三角形の面積①〉
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②〈平行四辺形と三角形の面積②〉
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②〈平行四辺形と三角形の面積①〉 〈平行四辺形と三角形の面積②〉
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●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈数のしくみ（整数と小数）①〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

4.3の 　　はいくつでしょう。① 650の100倍はいくつでしょう。②

1 次の問題に答えましょう。（各3点　36点）

大きな数 .

2 2，4，6，8の数字を1回ずつ使って、　　 に数字をあてはめて、一番大きな数と一番小さな数を
つくりましょう。 （各5点　10点）

０の数字の使い
方に気をつける
んじゃぞ。

1
10

1
10

0.28の10倍はいくつでしょう。③ 5.7の　　　はいくつでしょう。④
1

100

5500の 　　はいくつでしょう。⑤ 397.6の　　　  はいくつでしょう。⑥

0.018の1000倍はいくつでしょう。⑦ 7.5の100倍はいくつでしょう。⑧

小さな数 .

3.14×10=⑨ 0.009×1000=⑩

8543÷100=⑪ 23450÷1000=⑫

1
1000

大きな数

3 0，1，2，3，4の数字を1回ずつ使って、　　 に数字をあてはめて、一番大きな数と一番小さな
数をつくりましょう。 （各5点　10点）

. .小さな数

大きな数

4 0，1，5，9の数字を1回ずつ使って、　　 に数字をあてはめて、一番大きな数と一番小さな数を
つくりましょう。 （各5点　10点）

. .小さな数

大きな数

5 3，4，5，6の数字と小数点を1回ずつ使って、一番大きな数と一番小さ
な数をつくりましょう。 （各5点　10点）

小さな数

大きな数

6 0，3，5，7，9の数字と小数点を1回ずつ使って、一番大きな数と一番
小さな数をつくりましょう。 （各5点　10点）

小さな数

大きな数

7 0～9の数字の中から5つの数字と小数点を1回ずつ使って、一番大きな数と一番小さな数をつくり
ましょう。 （各7点　14点）

小さな数
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●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈数のしくみ（整数と小数）②〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

5996=1000× 　　+100× 　　+10× 　　+1×　

274.3=100× 　　+10× 　　+1× 　　+0.1×

34.184=　　　　×3+ 　　×4+　　　　×1+　　　　　×8+　　　　　 ×4

8.642= 　　×8+　　　　×6+　　　　  ×4+　　　　　 ×2

760.853=　　　　×7+10× 　　+ 　　×0+0.1× 　　+　　　　  ×5+0.001×

①

②

③

④

⑤

1 　　 にあてはまる数を書きましょう。（各5点　25点）

整数や小数は色
色な位の集まり
なんじゃぞ。

　　　　　　=100×5+10×6+1×7+0.1×3

　　　　　　　 =1000×2+100×3+10×4+0.1×2+0.01×3

　　　　　  =0.1×6+0.01×2+0.001×4

　　　　　　 =0.001×3+0.0001×4

①

②

③

④

2 　　 にあてはまる数を書きましょう。（各5点　20点）

532.6=　　　　×5　　  10×3+1　　  2+　　　  ×6　

8675.31=1000　　  8+　　　　×6　　 10×7+ 　　×5+　　　 ×3　　 　　　　 ×1

0.745=0.1　　 7+　　　　 ×4　　 　　　　　×5

28.017=10× 　　　　 1×　　 +0.01 　　　　 +0.001

0.0498=　　　　 ×4+　　　　　 ×9　　　　　　　　　　　  8

①

②

③

④

⑤

3 　　 には数を、○にはあてはまる計算記号を書きましょう。（各5点　25点）

9.8・・・　10倍(　　)　100倍(　　  )　1000倍(    　　)
0.27・・・　10倍(　　)　100倍(　　)　1000倍(　  　)
437.56・・・  　 　(       　　)　　　　(      　　 )　　　　　(　　　　   )
78・・・・  　 　(      )　　　 (         )　　　　　(　　　  )
5387.6・・・0.1倍(      　 　)　0.01倍(      　 　)　0.001倍(      　 　)
0.51・・・0.1倍(       　 )　0.01倍(       　　)　0.001倍(      　  　)

①

②

③

④

⑤

⑥

4 左の数の10倍、100倍の数や、　　、　　　の数を(　)に書きましょう。（各5点　30点）
1

10
1

100

1
100

1
1000

1
10

1
100

1
1000

1
10
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解答・解説
算
5 年

―　解　説　―
　1と2は、それぞれの位がどれだけ集まっているかを
求める問題です。1は数を位に分解した式で、2は逆に
分解した式から数を求める問題です。
 　3は、分解した式の記号や数をうめる問題です。各
位×いくつ分をたす式だということを理解して、○×△
+□×☆の式にしていきましょう。
 　4は 1つの数を 10倍、100倍、1000倍、　　、
　　 、　　　、0.1倍、0.01倍、0.001倍にした数
を求める問題です。　 と 0.1倍、    　と 0.01倍、　　 
と 0.001倍は同じ意味を持ちます。

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈数のしくみ（整数と小数）①〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

4.3の 　　はいくつでしょう。① 650の100倍はいくつでしょう。②

1 次の問題に答えましょう。（各3点　36点）

大きな数 .

2 2，4，6，8の数字を1回ずつ使って、　　 に数字をあてはめて、一番大きな数と一番小さな数を
つくりましょう。 （各5点　10点）

０の数字の使い
方に気をつける
んじゃぞ。

1
10

1
10

0.28の10倍はいくつでしょう。③ 5.7の　　　はいくつでしょう。④
1

100

5500の 　　はいくつでしょう。⑤ 397.6の　　　  はいくつでしょう。⑥

0.018の1000倍はいくつでしょう。⑦ 7.5の100倍はいくつでしょう。⑧

小さな数 .

3.14×10=⑨ 0.009×1000=⑩

8543÷100=⑪ 23450÷1000=⑫

1
1000

大きな数

3 0，1，2，3，4の数字を1回ずつ使って、　　 に数字をあてはめて、一番大きな数と一番小さな
数をつくりましょう。 （各5点　10点）

. .小さな数

大きな数

4 0，1，5，9の数字を1回ずつ使って、　　 に数字をあてはめて、一番大きな数と一番小さな数を
つくりましょう。 （各5点　10点）

. .小さな数

大きな数

5 3，4，5，6の数字と小数点を1回ずつ使って、一番大きな数と一番小さ
な数をつくりましょう。 （各5点　10点）

小さな数

大きな数

6 0，3，5，7，9の数字と小数点を1回ずつ使って、一番大きな数と一番
小さな数をつくりましょう。 （各5点　10点）

小さな数

大きな数

7 0～9の数字の中から5つの数字と小数点を1回ずつ使って、一番大きな数と一番小さな数をつくり
ましょう。 （各7点　14点）

小さな数

0.43 65000

2.8 0.057

85.43 23.45

550

750

0.3976

18

9

8 6 4 2 2 4 6 8

4 23 0 1

89 6 . 57

1 20 3 4

9 5 0 0 1 51 9

0 . 1 2 3 4

654.3 3.456

9750.3 0.3579

31.4

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈数のしくみ（整数と小数）②〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

5996=1000× 　　+100× 　　+10× 　　+1×　

274.3=100× 　　+10× 　　+1× 　　+0.1×

34.184=　　　　×3+ 　　×4+　　　　×1+　　　　　×8+　　　　　 ×4

8.642= 　　×8+　　　　×6+　　　　  ×4+　　　　　 ×2

760.853=　　　　×7+10× 　　+ 　　×0+0.1× 　　+　　　　  ×5+0.001×

①

②

③

④

⑤

1 　　 にあてはまる数を書きましょう。（各5点　25点）

整数や小数は色
色な位の集まり
なんじゃぞ。

　　　　　　=100×5+10×6+1×7+0.1×3

　　　　　　　 =1000×2+100×3+10×4+0.1×2+0.01×3

　　　　　  =0.1×6+0.01×2+0.001×4

　　　　　　 =0.001×3+0.0001×4

①

②

③

④

2 　　 にあてはまる数を書きましょう。（各5点　20点）

532.6=　　　　×5　　  10×3+1　　  2+　　　  ×6　

8675.31=1000　　  8+　　　　×6　　 10×7+ 　　×5+　　　 ×3　　 　　　　 ×1

0.745=0.1　　 7+　　　　 ×4　　 　　　　　×5

28.017=10× 　　　　 1×　　 +0.01 　　　　 +0.001

0.0498=　　　　 ×4+　　　　　 ×9　　　　　　　　　　　  8

①

②

③

④

⑤

3 　　 には数を、○にはあてはまる計算記号を書きましょう。（各5点　25点）

9.8・・・　10倍(　　)　100倍(　　  )　1000倍(    　　)
0.27・・・　10倍(　　)　100倍(　　)　1000倍(　  　)
437.56・・・  　 　(       　　)　　　　(      　　 )　　　　　(　　　　   )
78・・・・  　 　(      )　　　 (         )　　　　　(　　　  )
5387.6・・・0.1倍(      　 　)　0.01倍(      　 　)　0.001倍(      　 　)
0.51・・・0.1倍(       　 )　0.01倍(       　　)　0.001倍(      　  　)

①

②

③

④

⑤

⑥

4 左の数の10倍、100倍の数や、　　、　　　の数を(　)に書きましょう。（各5点　30点）
1

10
1

100

1
100

1
1000

1
10

1
100

1
1000

1
10

5 9 9 6
2 7 4 3

1

6 31

1

8

10 0.1 0.01

0.01

0.001

567.3
2340.23
0.624
0.0034

0.0001

1 0.1

0.1

100

100 + ×

0.1100×

0.01× +

+ +

2 18+ × 7×

0.01
0.01

0.001

0.001

0.01

980 980098
2.7

43.756

538.76
0.051 0.0051 0.00051

53.876 5.3876

4.3756 0.43756
7.8 0.78 0.078

27 270

+ ×0.001

―　解　説　―
　1は整数や小数を 10倍、100倍、1000倍、また
は　　、　　 、　　　にしたときの数を答える問題です。
10倍、100倍、1000倍するときは小数点を 0の数
だけ右へ移動し、　　、　　 、　　　にするときは、0の
数だけ小数点を左に移動します。
　2～7は指定された数字で一番大きな数と一番小さな
数を作る問題です。3、4、6、7は、数字の中に0が入っ
ているので、大きな数を作る際、小数点以下の末尾の数
に 0を持ってくることができません。一番小さい小数
を求めるときは、小数点より上の一番小さな位である一
の位に 0をもってきましょう。 

1
10

1
10

1
10

1
10

1
100

1
100

1
100 1

100

1
1000

1
1000

1
1000 1

1000
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●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈直方体と立方体の体積②体積〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

① ②

1 次の立体の体積をくふうして求めましょう。（各20点　40点）

2 右の図のように、直方体のたての長さ、横の長さを変えない
で、高さを1cm、2cm・・・と増やしていきます。次の問
題に答えましょう。

高さを□cm、体積を○cm3として、体積を求める式を書き
ましょう。 （15点）

10cm 9cm

5cm

5cm

20cm
5cm

8cm

5cm

3cm

9cm

2cm

1cm

1cm

1cm

1cm

1cm

3cm

答え

（式）

（式）

答え

（式）

①

高さを1cm、2cm、3cm・・・と変えていくと、体積はど
うなるでしょう。下の表にあてはまる数を書きましょう。（各5点　30点）

②

上の表のように、□(高さ)を2倍、3倍・・・すると、それにともなって○(体積)も2倍、3
倍・・・となる関係を何というでしょう。 （15点）

③

高さ□(cm) 1 2 3 4 5 6

体積○(cm3)

答え の関係

ふ
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●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈直方体と立方体の体積③容積〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 次の容積をかさの単位で表しましょう。（各5点　30点）

2 次の容積は何cm3でしょう。（各20点　40点）

3 厚さ1.5cmのガラスを使った右のような器があります。
この器の容積は、何Lでしょう。（30点）

厚さ2cmの板を使った器の容積

（式）

答え

① 厚さ2.5cmのガラスを使った器の容積②

7000cm3=(　　　)L　

10000cm3=(　　　)L　

6800cm3=(　　　)L(　　　)dl

①

③

⑤

450cm3=( 　　　)ml　

100cm3=(　　　)dl　

52040cm3=(　　　)L(　　　)ml

②

④

⑥

内のりのたての長さ

（式）

（式）

内のりのたての長さ

内のりのたての長さ

（式）内のりの横の長さ

（式）内のりの底の深さ

（式）容積の計算

（式）

内のりの横の長さ

（式）

内のりの横の長さ

（式）

内のりの底の深さ

（式）

内のりの底の深さ

（式）

答え

（式）容積の計算(cm3をLに) 答え

容積の計算

（式）

容積の計算

38cm
28cm

26.5cm18cm

26cm

43cm

21.5cm

23cm

23cm

あつ
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解答・解説
算
5 年

―　解　説　―
　1は cm3をかさの単位であるL、dL、mLに直す
問題です。1L=1000cm3なので、1Lの　  である
1dL=100cm3です。また、1L=1000mLなので、
1mL=1cm3になります。
　2は容積を求める問題です。内のりのたてと横の長さ
は、容器自体のたてと横の長さから、板の厚さを 2回
ひいた数になります。高さは底しかないので、板の厚さ
を 1回だけひきます。3 も同じように、内のりの長さ
を求めてから体積を計算しましょう。何Lかと求めら
れているので、cm3で求めた答えを 1000でわってL
に直しましょう。

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈直方体と立方体の体積②体積〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

① ②

1 次の立体の体積をくふうして求めましょう。（各20点　40点）

2 右の図のように、直方体のたての長さ、横の長さを変えない
で、高さを1cm、2cm・・・と増やしていきます。次の問
題に答えましょう。

高さを□cm、体積を○cm3として、体積を求める式を書き
ましょう。 （15点）

10cm 9cm

5cm

5cm

20cm
5cm

8cm

5cm

3cm

9cm

2cm

1cm

1cm

1cm

1cm

1cm

3cm

答え

（式）

（式）

答え

（式）

①

高さを1cm、2cm、3cm・・・と変えていくと、体積はど
うなるでしょう。下の表にあてはまる数を書きましょう。（各5点　30点）

②

上の表のように、□(高さ)を2倍、3倍・・・すると、それにともなって○(体積)も2倍、3
倍・・・となる関係を何というでしょう。 （15点）

③

高さ□(cm) 1 2 3 4 5 6

体積○(cm3)

答え の関係

ふ

760cm3

6×□=○

6 12 18 24 30 36

8×5×10=400
8×9×5=360
400+360=760

825cm3

5×20×9=900
5×5×3=75
900-75=825

比例

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈直方体と立方体の体積③容積〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 次の容積をかさの単位で表しましょう。（各5点　30点）

2 次の容積は何cm3でしょう。（各20点　40点）

3 厚さ1.5cmのガラスを使った右のような器があります。
この器の容積は、何Lでしょう。（30点）

厚さ2cmの板を使った器の容積

（式）

答え

① 厚さ2.5cmのガラスを使った器の容積②

7000cm3=(　　　)L　

10000cm3=(　　　)L　

6800cm3=(　　　)L(　　　)dl

①

③

⑤

450cm3=( 　　　)ml　

100cm3=(　　　)dl　

52040cm3=(　　　)L(　　　)ml

②

④

⑥

内のりのたての長さ

（式）

（式）

内のりのたての長さ

内のりのたての長さ

（式）内のりの横の長さ

（式）内のりの底の深さ

（式）容積の計算

（式）

内のりの横の長さ

（式）

内のりの横の長さ

（式）

内のりの底の深さ

（式）

内のりの底の深さ

（式）

答え

（式）容積の計算(cm3をLに) 答え

容積の計算

（式）

容積の計算

38cm
28cm

26.5cm18cm

26cm

43cm

21.5cm

23cm

23cm

あつ

7
10
6 8 52 40

450
1

26-2-2=22 23-2.5-2.5=18

23-1.5-1.5=20

43-1.5-1.5=40

21.5-1.5=20

20×40×20=16000

38-2-2=34 28-2.5-2.5=23

18-2=16 26.5-2.5=24

22×34×16=11968 18×23×24=9936

11968cm3 9936cm3

16000÷1000=16 16L

―　解　説　―
　1は複雑な形の体積を求める問題です。①は 2つの
直方体に分けて、それぞれの体積を求めて足します。②
は大きな直方体から中のくりぬいた分を引けば求められ
ます。それぞれ別の求め方もあるので、いろいろ考えて
みましょう。
　2は直方体の体積の高さが2倍、3倍…と変化すると、
それにともなって体積も 2倍、3倍…に変化すること
をつかむ比例の問題です。高さと体積の関係を、□と○
を使った比例の式で表し、そこから表の数を求められる
ようになりましょう。

1
10
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●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈小数のかけ算②〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 次の計算を筆算でしましょう。（各5点　60点）

2 あかねさんの身長は138.6cmです。あかねさんのお父さんの身長はあかね
さんの1.25倍です。お父さんの身長は何cmでしょう。 （20点）

0.5×7.68① 46×0.27② 6.84×70③ 3.08×6.09④

0.09×6.57⑤ 1.26×5.32⑥ 0.48×8.95⑦ ⑧

5.6×1.202⑨ 4.4×3.236⑩ 8.96×0.067⑪ ⑫

（式）

答え

3 犬小屋を作るのに、1mの重さが2.805kgの材木が12.4m必要です。何kg
の材木を用意すればいいでしょう。 （20点）

（式）

答え

5.42×6.39

0.02×0.943
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●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈小数のわり算②〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 次の計算を筆算でしましょう。⑨～⑫は商を　   の位まで求め、あまりも出しましょう。（各5点　60点）

2 ゆうかさんの体重は34.4kgです。ゆうかさんのお父さんの体重は、63.64kgで、お母さんの体
重は58.14kgです。次の問題に答えましょう。 （各20点　40点）

73.32÷94①

ゆうかさんの体重をもとにすると、お父さんの体重はゆうかさんの何倍になるでしょう。①

17.55÷4.5② 26.04÷2.8③ 45.65÷5.5④

64.86÷6.9⑤ 12.58÷1.7⑥ 14.413÷2.9⑦ ⑧

（式）
答え

お母さんの体重をもとにすると、ゆうかさんの体重はお母さんの何倍になるでしょう。

　　の位までのがい数で答えましょう。

②

（式）
答え

551.25÷22.5

847÷26⑨ 94.05÷3.7⑩ 230.89÷7.6⑪ ⑫ 364.86÷13.6

1
10

1
10
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解答・解説
算
5 年

―　解　説　―
　1わる数が小数の場合は、まず小数点を右に移動して
整数にします。その際、わられる数の小数点も同じだけ
右に移動します。計算方法は整数のわり算の筆算と同様
ですが、商の小数点はわられる数の移動した小数点にそ
ろえてうつこと、あまりの小数点は、わられる数の移動
する前の小数点にそろえてうつということに気をつけま
しょう。
　2は、小数倍を求めるわり算の問題です。①はゆうか
さんの体重をもとにしているので、お父さんの体重÷ゆ
うかさんの体重。②はお母さんの体重をもとにしている
ので、ゆうかさんの体重÷お母さんの体重になります。

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈小数のかけ算②〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 次の計算を筆算でしましょう。（各5点　60点）

2 あかねさんの身長は138.6cmです。あかねさんのお父さんの身長はあかね
さんの1.25倍です。お父さんの身長は何cmでしょう。 （20点）

0.5×7.68① 46×0.27② 6.84×70③ 3.08×6.09④

0.09×6.57⑤ 1.26×5.32⑥ 0.48×8.95⑦ ⑧

5.6×1.202⑨ 4.4×3.236⑩ 8.96×0.067⑪ ⑫

（式）

答え

3 犬小屋を作るのに、1mの重さが2.805kgの材木が12.4m必要です。何kg
の材木を用意すればいいでしょう。 （20点）

（式）

答え

5.42×6.39

0.02×0.943

1 3 8.6
×   1.2 5

6 9 3 0
2 7 7 2   

1 3 8 6      
1 7 3.2 5 0

 5.6
×1.2 0 2

1 1 2
1 1 2      
5 6         

4.4
× 3.2 3 6

2 6 4
1 3 2   
8 8      

1 3 2         

 8.9 6
× 0.0 6 7

6 2 7 2
5 3 7 6   

0.0 2
×   0.9 4 3
0.0 1 8 8 6

0.6 0 0 3 2

0.5
×   7.6 8

4 0
3 0   

3 5      
3.8 4 0

4 6
× 0.2 7

3 2 2
9 2   

1 2.4 2

6.8 4
×   　7 0
4 7 8.8 0

 3.0 8
×      6.0 9

2 7 7 2
1 8 4 8      
1 8.7 5 7 2

 0.0 9
×  6.5 7

6 3
4 5   

5 4      
 0.5 9 1 3

1.2 6
×  5.3 2

2 5 2
3 7 8   

6 3 0      
 6.7 0 3 2 4.2 9 6 0

0.4 8
×  8.9 5

2 4 0
4 3 2   

3 8 4      

 5.4 2
×  6.3 9
 4 8 7 8

1 6 2 6   
3 2 5 2      
3 4.6 3 3 8

6.7 3 1 2
1 4.2 3 8 4

138.6×1.25=173.25

173.25cm

2.8 0 5
×　　1 2.4
 1 1 2 2 0
5 6 1 0   

2 8 0 5      
3 4.7 8 2 0

2.805×12.4=34.782

34.782kg

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈小数のわり算②〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 次の計算を筆算でしましょう。⑨～⑫は商を　   の位まで求め、あまりも出しましょう。（各5点　60点）

2 ゆうかさんの体重は34.4kgです。ゆうかさんのお父さんの体重は、63.64kgで、お母さんの体
重は58.14kgです。次の問題に答えましょう。 （各20点　40点）

73.32÷94①

ゆうかさんの体重をもとにすると、お父さんの体重はゆうかさんの何倍になるでしょう。①

17.55÷4.5② 26.04÷2.8③ 45.65÷5.5④

64.86÷6.9⑤ 12.58÷1.7⑥ 14.413÷2.9⑦ ⑧

（式）
答え

お母さんの体重をもとにすると、ゆうかさんの体重はお母さんの何倍になるでしょう。

　　の位までのがい数で答えましょう。

②

（式）
答え

551.25÷22.5

847÷26⑨ 94.05÷3.7⑩ 230.89÷7.6⑪ ⑫ 364.86÷13.6

1
10

1
10

0.7 8
94 7 3.3 2

6 5 8   
7 5 2
7 5 2

0

63.64÷34.4=1.85 1.85倍

34.4÷58.14=0.59… 約0.6倍

3.9
4.5 1 7.5.5

1 3 5   
4 0 5
4 0 5

0

9.4
6.9 6 4.8.6

6 2 1   
2 7 6
2 7 6

0

7.4
1.7 1 2.5.8

1 1 9   
6 8
6 8

0

9.3
2.8 2 6.0.4

2 5 2   
8 4
8 4

0

8.3
5.5 4 5.6.5

4 4 0   
1 6 5
1 6 5

0

2 6.8
13.6 3 6 4.8.6

2 7 2      
9 2 8   
8 1 6   
1 1 2 6
1 0 8 8

0.3 8

2 4.5
22.5 5 5 1.2.5

4 5 0      
 1 0 1 2   

9 0 0   
1 1 2 5
1 1 2 5

0

3 0.3
7.6 2 3 0.8.9

2 2 8      
2 8 9
2 2 8
0.6 1

4.9 7
2.9 1 4.4.1 3

1 1 6      
 2 8 1   
2 6 1   

2 0 3
2 0 3

0

3 2.5
26 8 4 7.0

7 8      
6 7   
5 2   
1 5 0
1 3 0

2.0 0.0 7

2 5.4
3.7 9 4.0.5

7 4      
2 0 0   
1 8 5   

1 5 5
1 4 8

―　解　説　―
　1小数のかけ算は、最初は小数点がないものとして、
整数と同じように右に数字をそろえて筆算式をたて、計
算します。積に小数点をうつ際は、かけられる数とかけ
る数の小数点以下のけた数の和の分だけ、右から数え
てうちましょう。例えば①は、かけられる数の小数点以
下のけた数が 1、かける数は 2なので、積の小数点は
右から 3つ目のところにうちます。2と3は小数のか
け算の文章題です。2は小数第一位×小数第二位なので
右から 3つ目のところに、3は小数第三位×小数第一
位なので、積の右から 4つ目のところに小数点をうち、
どちらも末尾の 0は消します。
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Ａ 26cm

20cm

60° 80°

100°

33cm

21cm

Ｂ Ｄ

Ｃ Ｅ

Ｆ Ｈ

Ｇ

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈合同な図形①〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 合同な図形を見つけて(　)に記号を書きましょう。（各8点　40点）

2 下の2つの三角形は合同です。次の問いに答えましょう。（各10点　30点）

3 下のウとエの四角形は合同です。次の問題に答えましょう。（各5点　30点）

ア

キ
ケ コ

イ

イ

ウ

カ

エ オ

ク

(　　　と　　　)(　　　と　　　)(　　　と　　　)(　　　と　　　)(　　　と　　　)

ア

Ａ
Ｄ

Ｂ Ｃ

Ｆ

Ｅ

アの三角形のそれぞれの頂点に対応するイの頂点を答えましょう。

・頂点Ａ (　　　　　　)　　　・頂点Ｂ (　　　　　　)

・頂点Ｃ (　　　　　　)

①

辺ＡＢに対応する辺はどれでしょう。 (   　　　　 )　

角Ｄに対応する角はどれでしょう。 (   　　　　 )

辺ＥＦの長さは何cmでしょう。 (   　　　　 )

角Ｈの大きさは何度でしょう。 (   　　　　 )

辺ＦＨの長さは何cmでしょう。 (   　　　　 )

角Ｇの大きさは何度でしょう。 (   　　　　 )

①

②

③

④

⑤

⑥

下の辺に対応する辺を答えましょう。

・辺ＡＢ (　　　　　　)　　　・辺ＢＣ (　　　　　　)　　　・辺ＤＥ (　　　　　　)
②

下の角に対応する角を答えましょう。

・角Ｂ (　　　　　　)　　　・角Ｃ (　　　　　　)　　　・角Ｅ (　　　　　　)
③

向きがちがって
も同じ形で同じ
大きさなら合同
じゃぞ。

ウ エ

ちょうてん たいおう
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3cm

3.5cm

50° 50°

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈合同な図形②〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 下の三角形と合同な三角形を、　　 の中にかきましょう。（各15点　30点）

2 下の四角形と合同な四角形を、　　 の中にかきましょう。（各15点　30点）

①

4cm

4cm

4cm 2.7cm

5cm

2.5cm

75°
60° 60°

②

① ②

3 次の図形をかきましょう。（各20点　40点）

2つの辺の長さが4.5cmと6cmでその間の
角が80°の平行四辺形

① 2つの辺の長さが4cm、5cmで、その間の
角が75°の三角形

②

2cm
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解答・解説
算
5 年

―　解　説　―
　1と2は辺の長さを計って作図しましょう。三角形や
四角形をかくときは、定規やコンパスや分度器を使いま
す。1の三角形の①はコンパスを、②は分度器を使うと
かきやすいです。2の①は、まず 4cmの底辺をかき、
そのはしから 75°の線をのばし、高さが 2.5cmになる
ところで底辺に平行な線をかいてつなげましょう。②は
下底の両はしから 60°のななめの線をひき、下底に垂
直になるように 2cmの位置を測って、そこに下底と平
行な線をひきましょう。

Ａ 26cm

20cm

60° 80°

100°

33cm

21cm

Ｂ Ｄ

Ｃ Ｅ

Ｆ Ｈ

Ｇ

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈合同な図形①〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 合同な図形を見つけて(　)に記号を書きましょう。（各8点　40点）

2 下の2つの三角形は合同です。次の問いに答えましょう。（各10点　30点）

3 下のウとエの四角形は合同です。次の問題に答えましょう。（各5点　30点）

ア

キ
ケ コ

イ

イ

ウ

カ

エ オ

ク

(　　　と　　　)(　　　と　　　)(　　　と　　　)(　　　と　　　)(　　　と　　　)

ア

Ａ
Ｄ

Ｂ Ｃ

Ｆ

Ｅ

アの三角形のそれぞれの頂点に対応するイの頂点を答えましょう。

・頂点Ａ (　　　　　　)　　　・頂点Ｂ (　　　　　　)

・頂点Ｃ (　　　　　　)

①

辺ＡＢに対応する辺はどれでしょう。 (   　　　　 )　

角Ｄに対応する角はどれでしょう。 (   　　　　 )

辺ＥＦの長さは何cmでしょう。 (   　　　　 )

角Ｈの大きさは何度でしょう。 (   　　　　 )

辺ＦＨの長さは何cmでしょう。 (   　　　　 )

角Ｇの大きさは何度でしょう。 (   　　　　 )

①

②

③

④

⑤

⑥

下の辺に対応する辺を答えましょう。

・辺ＡＢ (　　　　　　)　　　・辺ＢＣ (　　　　　　)　　　・辺ＤＥ (　　　　　　)
②

下の角に対応する角を答えましょう。

・角Ｂ (　　　　　　)　　　・角Ｃ (　　　　　　)　　　・角Ｅ (　　　　　　)
③

向きがちがって
も同じ形で同じ
大きさなら合同
じゃぞ。

ウ エ

ちょうてん たいおう

頂点Ｅ 頂点Ｆ

頂点Ｄ

辺ＥＦ

辺ＧＨ

角Ｆ

21cm
60°

33cm
120°

辺ＦＤ 辺ＣＡ

角Ｆ 角Ｄ 角Ａ

ア キ イ ケ ウ カ エ コ オ ク

120°

3cm

3.5cm

50° 50°

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈合同な図形②〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 下の三角形と合同な三角形を、　　 の中にかきましょう。（各15点　30点）

2 下の四角形と合同な四角形を、　　 の中にかきましょう。（各15点　30点）

①

4cm

4cm

4cm 2.7cm

5cm

2.5cm

75°
60° 60°

②

① ②

3 次の図形をかきましょう。（各20点　40点）

2つの辺の長さが4.5cmと6cmでその間の
角が80°の平行四辺形　

① 2つの辺の長さが4cm、5cmで、その間の
角が75°の三角形

②

2cm

4.5cm

6cm

80°

75°

4cm

5cm

―　解　説　―
　1は合同な図形を探す問題です。裏返しにしてもぴっ
たり合わさる図形も、合同であるといいます。
　2は、合同な図形の対応する頂点、辺、角を調べる問
題です。アとイの三角形をよく見て、どの頂点、辺、角
が対応しているかを正確に答えましょう。
　3は、合同な図形の対応する辺の長さや角の大きさは
等しいことを確かめる問題です。ウとエの図形は、ちょ
うど裏返しになっていますので、対応する辺、角がど
れなのかを探しましょう。⑥は、四角形の内角の和が
360°であることから計算で求めましょう。
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●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈単位量あたりの大きさ①〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 1ふくろ360円のキャンディを買いました。中にはキャンディが18個入っています。キャンディ
の1個あたりのねだんはいくらでしょう。 （15点）

答え
（式）

2 かなさんは、月4回のレッスンで1か月に8400円かかるピアノ教室に通っています。1回あたり
のレッスン料はいくらになるでしょう。 （15点）

答え
（式）

5 図のように、公園に15本のイチョウの木が植えてあります。次の問題に答えましょう。
（各20点　40点）

答え

（式）

3 のぞみさんは1週間で30さつの本を読みました。1日あたり、何さつの本を読んだことになるで

しょう。　　 の位までのがい数で答えましょう。 （10点）

答え
（式）

4 6個入りのたまごパックは123円で、10個入りのたまごパックは198円でした。1こあたりのね
だんが安いのはどちらで、いくら安いでしょう。 （20点）

答え

（式）6個パック

（式）10個パック

（式）

イチョウ1本あたりの面積は、何㎡になるでしょう。①

答え

（式）

公園1m2あたりのイチョウは、何本になるでしょう。②

40m

30m

こ

1
10
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●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈単位量あたりの大きさ②〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 1人あたりの料金が3500円のレストランがあります。4人で行くと、1人分が無料になるサービ
スをしています。4人で行き、合計額を全員でしはらうと、1人あたりの料金はいくらになるで
しょう。 （20点）

答え

答え

答え

（式）

2 Ａの店では、プリンが16個で2400円です。Ｂの店では、8個で1240円です。プリン1個あたり
で考えると、どちらの店がどれだけ高いでしょう。 （20点）

答え

（式）

（式）

（式）

Ａの店

Ｂの店

3 12Lのガソリンで180km走る自動車Ａと、24Lで336km走る自動車Ｂがあります。ガソリン
の使用量のわりに長く走るのは、どちらでしょう。 （20点）

（式）

（式）

自動車Ａ

自動車Ｂ

答え

4 花火大会があり、Ａの会場では1時間に310発、Ｂの会場では、1時間半に420発、Ｃの会場で
は、2時間15分で675発打ち上げました。1時間あたりの花火の数で考えた場合、多く打ち上げ
た会場の順番にならべましょう。 （20点）

（式）

（式）

Ｂの会場

Ｃの会場

5 4人でお金を出し合って、ある金額のプレゼントを買うことにしました。1人あたりの出費は350
円だったのですが、あとでお金を出し合う人が1人増えました。1人あたりの出費はいくらになっ
たでしょう。 （20点）

（式）

→ →

がく

こ

2625円

280円

自動車Ａ

3500×3=10500
10500÷4=2625

Ｂの店が5円高い

2400÷16=150
1240÷8=155
155-150=5

180÷12=15(1Lあたり15km)
336÷24=14(1Lあたり14km)

Ａ　　　Ｃ　　　Ｂ

420÷1.5=280
675÷2.25=300

350×4=1400
1400÷5=280

ふ
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解答・解説
算
5 年

―　解　説　―
　単位量あたりの大きさを求める問題の応用です。4
の問題は、各会場で、1時間あたりに何発の花火が打
ち上げられるかを求めましょう。Ｂの 1時間 30分の
うち、30分を時間に直すと 30÷ 60＝ 0.5なので、
1.5時間になります。Ｃも 15分を時間に直すと、15
÷ 60=0.25なので 2.25時間ということになります。
この時間でそれぞれの花火の数をわりましょう。5 は、
最初にプレゼントの代金がいくらだったのかを求めてか
ら 5(人 )でわりましょう。

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈単位量あたりの大きさ①〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 1ふくろ360円のキャンディを買いました。中にはキャンディが18個入っています。キャンディ
の1個あたりのねだんはいくらでしょう。 （15点）

答え
（式）

2 かなさんは、月4回のレッスンで1か月に8400円かかるピアノ教室に通っています。1回あたり
のレッスン料はいくらになるでしょう。 （15点）

答え
（式）

5 図のように、公園に15本のイチョウの木が植えてあります。次の問題に答えましょう。
（各20点　40点）

答え

（式）

3 のぞみさんは1週間で30さつの本を読みました。1日あたり、何さつの本を読んだことになるで

しょう。　　 の位までのがい数で答えましょう。 （10点）

答え
（式）

4 6個入りのたまごパックは123円で、10個入りのたまごパックは198円でした。1こあたりのね
だんが安いのはどちらで、いくら安いでしょう。 （20点）

答え

（式）6個パック

（式）10個パック

（式）

イチョウ1本あたりの面積は、何㎡になるでしょう。①

答え

（式）

公園1m2あたりのイチョウは、何本になるでしょう。②

40m

30m

こ

1
10

20円360÷18=20

2100円8400÷4=2100

80m2

30×40=1200
1200÷15=80

0.0125本
15÷1200=0.0125

約4.3さつ30÷7=4.28…

10個入りで0.7円安い

123÷6=20.5

198÷10=19.8

20.5-19.8=0.7

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈単位量あたりの大きさ②〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 1人あたりの料金が3500円のレストランがあります。4人で行くと、1人分が無料になるサービ
スをしています。4人で行き、合計額を全員でしはらうと、1人あたりの料金はいくらになるで
しょう。 （20点）

答え

答え

答え

（式）

2 Ａの店では、プリンが16個で2400円です。Ｂの店では、8個で1240円です。プリン1個あたり
で考えると、どちらの店がどれだけ高いでしょう。 （20点）

答え

（式）

（式）

（式）

Ａの店

Ｂの店

3 12Lのガソリンで180km走る自動車Ａと、24Lで336km走る自動車Ｂがあります。ガソリン
の使用量のわりに長く走るのは、どちらでしょう。 （20点）

（式）

（式）

自動車Ａ

自動車Ｂ

答え

4 花火大会があり、Ａの会場では1時間に310発、Ｂの会場では、1時間半に420発、Ｃの会場で
は、2時間15分で675発打ち上げました。1時間あたりの花火の数で考えた場合、多く打ち上げ
た会場の順番にならべましょう。 （20点）

（式）

（式）

Ｂの会場

Ｃの会場

5 4人でお金を出し合って、ある金額のプレゼントを買うことにしました。1人あたりの出費は350
円だったのですが、あとでお金を出し合う人が1人増えました。1人あたりの出費はいくらになっ
たでしょう。 （20点）

（式）

→ →

がく

こ

2625円

280円

自動車Ａ

3500×3=10500
10500÷4=2625

Ｂの店が5円高い

2400÷16=150
1240÷8=155
155-150=5

180÷12=15(1Lあたり15km)
336÷24=14(1Lあたり14km)

Ａ　　　Ｃ　　　Ｂ

420÷1.5=280
675÷2.25=300

350×4=1400
1400÷5=280

ふ

―　解　説　―
単位量あたりの大きさは、ある量が 1つのきまった

量に対して、どれだけの量にあたるかを表したもので
す。ですので、「～あたり」と指定された単位の量でわ
ると、単位量当たりの数を求めることができます。例え
ば1なら、360円のふくろにキャンディが 18個入っ
ていて、1個あたりの値段を求めたいので、式は 360
÷ 18=20（円）となります。4 は単位量あたりの数
を比べる問題で、5はもとにする単位が異なる問題で
す。指示された単位をもとにした式を作れるようになり
ましょう。
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●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈人口密度①〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 下の表は、中国地方の県庁所在地の面積と人口を表しています。

2 Ａ町の人口は8170人で、人口密度は86人／km2です。Ｂ町の面積は90km2で、人口密度は
138人／km2です。この2つの町は、合ぺいする予定です。次の問題に答えましょう。 （各10点　30点）

それぞれの市の人口密度を求めましょう。答えは四捨五入して上から2けたのがい数で答えましょう。
（各10点　50点）

答え

①

人口密度を比べて、面積のわりに人口が多い市を、順に3つ書きましょう。（20点）②

答え
（式）

Ａ町の面積を答えましょう。①

答え
（式）

Ｂ町の人口を答えましょう。②

答え

（式）

合ぺいした町の人口密度を求めましょう。四捨五入して、整数で答えましょう。③

鳥取市 766 20

松江市 532 20

岡山市 790 68

広島市 905 115

山口市 730 19

鳥取市・・・ ÷ およそ    (人／km2)

松江市・・・ ÷ およそ    (人／km2)

岡山市・・・ ÷ およそ    (人／km2)

広島市・・・ ÷ およそ    (人／km2)

山口市・・・ ÷ およそ    (人／km2)

面積(km2)

（出典:きっずジャポニカ）

人口(万人)

→ →

けん

みつ ど ししゃ ごにゅう

ちょうしょざい ち

くら
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●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈人口密度②〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 下の表はある3つの町の面積と人口を表しています。

2 下の表は、各都道府県のおよその人口と面積、人口密度を表しています。空白の部分をうめて、表
を完成させましょう。答えは四捨五入して、上から3けたのがい数で求めましょう。 （各10点　70点）

それぞれ1km2あたり平均何人住んでいますか。答えは四捨五入して、上から2けたのがい数で答
えましょう。            （各5点　15点）

①

1km2あたりに一番人が多く住んでいるのは、どの町でしょう。（15点）②
答え

Ａ町 128 15000

Ｂ町 99 9800

Ｃ町 228 22000

面積(km2) 人口(人)

北海道 83400 66

秋田県 108 93

新潟県 12600 237 

東京都 2170 6000

大阪府 884 4700

広島県 8480 286 

福岡県 4980 1000

面積(km2) 人口密度(人／km2)人口(万人)

答え（式）

（式）

（式）

Ａ町

Ｂ町

Ｃ町

答え

答え

（式）

（式）

（式）

（式）

（式）

（式）

（式）

北海道

秋田県

新潟県

東京都

大阪府

広島県

福岡県

答え

答え

答え

答え

答え

答え

答え

し しゃ

みつじんこう ど

へいきん ごにゅう
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解答・解説
算
5 年

―　解　説　―
1は 1km2あたりに住んでいる人口を求める問題で

す。上から 2けたのがい数を求められているので、3
けた目まで計算して、3けた目を四捨五入しましょう。
②の答えは、一番人口密度が高いＡ町ということになり
ます。
2は日本の 7つの都市の人口密度についての表をう

める問題です。けたが大きくなりますが、こちらは上か
ら 4けた目で四捨五入をして求めましょう。

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈人口密度①〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 下の表は、中国地方の県庁所在地の面積と人口を表しています。

2 Ａ町の人口は8170人で、人口密度は86人／km2です。Ｂ町の面積は90km2で、人口密度は
138人／km2です。この2つの町は、合ぺいする予定です。次の問題に答えましょう。 （各10点　30点）

それぞれの市の人口密度を求めましょう。答えは四捨五入して上から2けたのがい数で答えましょう。
（各10点　50点）

答え

①

人口密度を比べて、面積のわりに人口が多い市を、順に3つ書きましょう。（20点）②

答え
（式）

Ａ町の面積を答えましょう。①

答え
（式）

Ｂ町の人口を答えましょう。②

答え

（式）

合ぺいした町の人口密度を求めましょう。四捨五入して、整数で答えましょう。③

鳥取市 766 20

松江市 532 20

岡山市 790 68

広島市 905 115

山口市 730 19

鳥取市・・・　　　　　　　 ÷　　　　 およそ　　　　   (人／km2)

松江市・・・　　　　　　　 ÷　　　　 およそ　　　　   (人／km2)

岡山市・・・　　　　　　　 ÷　　　　 およそ　　　　   (人／km2)

広島市・・・　　　　　　　　 ÷　　　　 およそ 　　　　   (人／km2)

山口市・・・　　　　　　　 ÷　　　　 およそ　　　　   (人／km2)

面積(km2)

（出典:きっずジャポニカ）

人口(万人)

→ →

けん

みつ ど ししゃ ごにゅう

ちょうしょざい ち

くら

広島市 岡山市 松江市

95km28170÷86=95

12420人90×138=12420

およそ111人／km2
(8170+12420)÷(90+95)=111.2…

200000 766 260
200000 532 380
680000 790 860
1150000 905 1300
190000 730 260

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈人口密度②〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 下の表はある3つの町の面積と人口を表しています。

2 下の表は、各都道府県のおよその人口と面積、人口密度を表しています。空白の部分をうめて、表
を完成させましょう。答えは四捨五入して、上から3けたのがい数で求めましょう。 （各10点　70点）

それぞれ1km2あたり平均何人住んでいますか。答えは四捨五入して、上から2けたのがい数で答
えましょう。            （各5点　15点）

①

1km2あたりに一番人が多く住んでいるのは、どの町でしょう。（15点）②
答え

Ａ町 128 15000

Ｂ町 99 9800

Ｃ町 228 22000

面積(km2) 人口(人)

北海道 83400  66

秋田県  108 93

新潟県 12600 237 

東京都 2170  6000

大阪府  884 4700

広島県 8480 286 

福岡県 4980  1000

面積(km2) 人口密度(人／km2)人口(万人)

答え（式）

（式）

（式）

Ａ町

Ｂ町

Ｃ町

答え

答え

（式）

（式）

（式）

（式）

（式）

（式）

（式）

北海道

秋田県

新潟県

東京都

大阪府

広島県

福岡県

答え

答え

答え

答え

答え

答え

答え

し しゃ

みつじんこう ど

へいきん ごにゅう

Ａ町

約5500000人
約11600km2

約188人／km2

約13000000人
約1880km2

約337人／km2

4980000人

83400×66=5504400
1080000÷93=11612…
2370000÷12600=188.0…
2170×6000=13020000
8840000÷4700=1880…
2860000÷8480=337.2…
4980×1000=4980000人

550

1300

498

11600

1880

188

337

約120人／km215000÷128=約117…
9800÷99=約98.9…
22000÷228=約96.4…

約99人／km2

約96人／km2

―　解　説　―
　1は、都市の人口と面積のデータをもとに、人口密度
を求める練習です。人口密度は、人口÷面積 (km2)に
よって求めることができます。また上から 2けたのが
い数を求める際には、上から 3けた目の数を四捨五入
することも、ここで確認しておきましょう。2の③の、
合ぺいした町の人口密度を求める問題は、2つの町の人
口の合計を、2つの町の面積の合計でわり算して求めま
しょう。答えが整数で求めるがい数は、　  の位まで計
算して四捨五入します。

1
10
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　　=

　　=

1　　=

②

④

⑥

9÷10　分数　　　　　　小数(　　　　)

8÷5　分数　　　　　 　小数(　　　　)

①

③

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈分数と小数、整数の関係①〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 次のわり算の商を分数と小数で求めましょう。（各4点　16点）

　　 =

　  =

　  =

　  =

①

③

⑤

⑦

2 次の分数を小数になおしましょう。（各4点　32点）

3 次の分数のうち、小数で正確に表せるものはどれでしょう。正確に表せるものには(　)に小数を、
表せないものには×を書きましょう。 （各3点　24点）

（   　 ）
（   　  ）

7÷5　分数　　　　　 　小数(　　　　)

18÷10　分数　　　　　 　小数(　　　　)

②

④

（   　  ）
（   　  ）

2
10

　  (　　　　　　)

3　  (　　　　　　)

　  (　　　　　　)

①

④

⑦

　  (　　　　　　)

　  (　　　　　　)

　  (　　　　　　)

②

⑤

⑧

　  　(　　　　　　)

2　  (　　　　　　)

③

⑥

9
12

14
5

　  =

　  =

　　=

　  =

②

④

⑥

⑧

4
5

9
6

7
2

3
4

　  =

　　 =

　　 =

2　　  =

①

③

⑤

⑦

4 次の分数を、四捨五入して　　  の位までの小数で表しましょう。（各4点　28点）

17
19

1
100

26
88

11
15

16
18

15
11

14
36

7
6

6
9

5
9

1
8

7
5

3
4

8
3

1
3

6
4

1
5

せい

し しゃ ごにゅう

かく
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　  =

　   =

　   =

　   =

　  =

　   =

　   =

　   =

8.7②

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈分数と小数、整数の関係②〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 次の小数を分数になおしましょう。（各3点　24点）

0.7=

2.9=

8.7=

①

④

⑦

1.29=⑤ 2.47=⑥

25.63=⑦ 38.27=⑧

0.3=

3.3=

16.3=

②

⑤

⑧

1.3=

4.1=

③

⑥

2 次の小数を分数になおしましょう。（各3点　24点）

0.01=① 0.03=②

4 次の整数を、1を分母とする分数になおしましょう。（各2点　8点）

7=① 5=② 48=③ 72=④

0.71=③ 0.53=④

3 次の分数を整数になおしましょう。（各3点　24点）

①

⑤

②

⑥

14
1

24
6

66
10

36
6

42
6

90
10

③

⑦

④

⑧

15
3

6.6①

5 　　 にあてはまる等号、不等号を書きましょう。（各2点　20点）

28
4

2
1

9
3

　　 　　 1.08③ ④ 1.03 13
100

1
5

3
4

25
100

8
10

　　　　  0.73⑥　　　　 0.2⑤ 0.13　　  1⑦ ⑧

5　　　　  5.75⑩⑨

1
2

3
10

35
7

25
5

3
4
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解答・解説
算
5 年

―　解　説　―
1は　　の位の小数ばかりなので、0.1=　　である

ことを利用して、整数部分はそのまま整数に、小数部分
は分母を 10にした分数に直しましょう。2は　　 の
位の小数なので、分母を 100にします。
3の問題では、分母が 1でなくても分子÷分母がわ

りきれる場合は整数になります。
4は分母を 1にして、整数の数をそのまま分子にし

ましょう。5の問題は、小数を分数に直して分数どうし
を比べる方法と、分数を小数に直して比べる方法とあり
ますが、小数にそろえた方が分かりやすいでしょう。

　　=

　　=

1　　=

②

④

⑥

9÷10　分数　　　　　　小数( 　　 )

8÷5　分数　　　　　 　小数( 　　 )

①

③

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈分数と小数、整数の関係①〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 次のわり算の商を分数と小数で求めましょう。（各4点　16点）

　　 =

　  =

　  =

　  =

①

③

⑤

⑦

2 次の分数を小数になおしましょう。（各4点　32点）

3 次の分数のうち、小数で正確に表せるものはどれでしょう。正確に表せるものには(　)に小数を、
表せないものには×を書きましょう。 （各3点　24点）

（   　 ）
（   　  ）

7÷5　分数　　　　　 　小数( 　　 )

18÷10　分数　　　　　 　小数( 　　 )

②

④

（   　  ）
（   　  ）

2
10

　  ( 　 )

3　  ( 　　　　 )

　  ( 　　　　 )

①

④

⑦

　  ( 　　 )

　  ( 　　 )

　  ( 　　 )

②

⑤

⑧

　  ( 　　 )

2　  ( 　　 )

③

⑥

9
12

14
5

　  =

　  =

　　=

　  =

②

④

⑥

⑧

4
5

9
6

7
2

3
4

　  =

　　 =

　　 =

2　　  =

①

③

⑤

⑦

4 次の分数を、四捨五入して　　  の位までの小数で表しましょう。（各4点　28点）

17
19

1
100

26
88

11
15

16
18

15
11

14
36

7
6

6
9

5
9

1
8

7
5

3
4

8
3

1
3

6
4

1
5

せい

し しゃ ごにゅう

かく

0.9

× × 2.8

××3.75

0.125 1.4

1.6

2÷10=0.2 4÷5=0.8

9÷6=1.5 7÷2=3.5

3÷4=0.75 9÷12=0.75

7÷6=1.166…／約1.17 15÷11=1.363…／約1.36

14÷36=0.388…／約0.3917÷19=0.894…／約0.89

26÷88=0.295…／約0.30 =26÷15=1.733／約1.73

6÷4=1.5 1÷5=0.2

1.4

1.8

9
10

26
15

=52÷18=2.888…／約2.8952
18

2
5

3
51

1
4
51

　  =

　   =

　   =

　   =

　  =

　   =

　   =

　   =

8.7②

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈分数と小数、整数の関係②〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 次の小数を分数になおしましょう。（各3点　24点）

0.7=

2.9=

8.7=

①

④

⑦

1.29=⑤ 2.47=⑥

25.63=⑦ 38.27=⑧

0.3=

3.3=

16.3=

②

⑤

⑧

1.3=

4.1=

③

⑥

2 次の小数を分数になおしましょう。（各3点　24点）

0.01=① 0.03=②

4 次の整数を、1を分母とする分数になおしましょう。（各2点　8点）

7=① 5=② 48=③ 72=④

0.71=③ 0.53=④

3 次の分数を整数になおしましょう。（各3点　24点）

①

⑤

②

⑥

14
1

24
6

66
10

36
6

42
6

90
10

③

⑦

④

⑧

15
3

6.6①

5 　　 にあてはまる等号、不等号を書きましょう。（各2点　20点）

28
4

2
1

9
3

　　 　  1.08③ ④ 1.03 13
100

1
5

3
4

25
100

8
10

　　　　  0.73⑥　  0.2⑤ 0.13 　  1⑦ ⑧

5 　  5.75⑩⑨

1
2

3
10

35
7

25
5

3
4

2 14 3 5

4 6 7 9

2

8

7
10

9
10
7

10
3

10

3
10

1
103

16

3
10

4

1 3
10

1

1
100

29
100 2 47

100
25 63

100 38 27
100

3
100

71
100

53
100

7
1

5
1

48
1

72
1

= >

=

=

>

>

<

> <>

―　解　説　―
　分数と小数、整数の関係が理解できているかのテスト
です。1はわり算を分数と小数に直す問題です。分数に
するには、わられる数を分子に、わる数を分母にします。
小数にするには、そのままわり算をして求めます。
　2も同じく、分子÷分母の計算をして、小数に直しま
しょう。
　3は、分子÷分母をして答えがわりきれない分数が、
小数で正確に表すことができない分数です。
　4は小数で正確に表せない分数を、小数のがい数で表
します。　　の位までのがい数で表すので、　　　の位
まで求めて四捨五入しましょう。

1
10

1
10

1
100

1
100

1
1000
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① ② ③ ④

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈図形の角①〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 にあてはまる角度を計算で求めましょう。（各4点　16点）

2 下の三角定規のつくる角ア~オの大きさを求めましょう。（各4点　20点）

 ( )

① ② ③ ④

ア( )　　イ( )　　ウ( ) エ( ) オ( )

3 ア~キの角度を求めましょう。（各4点　28点）

① ② ③ ④

ア( )　イ( )　ウ( )　エ( )　オ( )　カ( )　キ( )

 ( )  ( )  ( )
70°

ア
イ

ウ
エ

オ

70°

60°

40°

50° 50°

110°
°

°

°

°

30° 115° 130° 105°

105°

100°

75°

100°

55°
150°

60°

ア

ア
エ

カ

キ

ク

ケオウ
イ

ウ
エ

オ
カ

キ

イ

平行四辺形

4 ア~ケの角度を求めましょう。（各4点　36点）

②

ア( )　イ( )　ウ( )　エ( )　オ( )　カ( )　キ( )

ク( )　ケ( )

平行四辺形 ③ ひし形 ④ 等脚台形① 四角形

ひし形 等脚台形

じょうぎ

とうきゃく
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① ② ③

① ② ③

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈図形の角②〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 ア~オの角度を求めましょう。（各3点　15点）

ア( )　　イ( )　　ウ( )　　エ( )　　オ( )

ア( )　　イ( )　　ウ( ) エ( )　　オ( ) カ( )

ア( )

イ( )

ウ( )

エ( )

オ( )

カ( )

2 ア~キの角度を求めましょう。（各4点　28点）

ア( )　イ( )　ウ( )　エ( )　オ( )　カ( )　キ( )

3 ア~カの角度を求めましょう。（1問9点　27点）

① ② ③

4 下のア~カの角度を求めましょう。（各5点　30点）

① ② ③

45°

70°
250°

35°

110°

55°

95°

35° 95°
40°

125° 65°

30°

ア

ア

ア

ア

イ

ウ オ
カ

エイ

イ

ウ

エ

オ

キ

カ

イ
ウ

エ オ

125°

ウ

エ カ

オ
95°

120°

125°

140°
130° 230°

30°
95°

35°
125°
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解答・解説
算
5 年

―　解　説　―
　1と2は三角形と四角形の角度を求める発展問題で
す。線をひきながら、わかるところから角度を求めてい
きましょう。
　3は、正五角形、正六角形、正八角形の角度を求める
問題です。n角形の内角の和は (n-2)× 180で求め
ることが出来ます。つまり、五角形は 540°、六角形は
720°、八角形は 1080°になるので、それぞれの内角
の和を角の数でわれば、1つ分の角度が求められます。
　4は、四角形、五角形、六角形の内角の和を利用して
角度を求めましょう。

① ② ③ ④

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈図形の角①〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 　　 にあてはまる角度を計算で求めましょう。（各4点　16点）

2 下の三角定規のつくる角ア~オの大きさを求めましょう。（各4点　20点）

 ( 　　 )

① ② ③ ④

ア( 　　　)　　イ( 　　　)　　ウ(　　　　)　　エ(　　　　)　　オ(　　　　)

3 ア~キの角度を求めましょう。（各4点　28点）

① ② ③ ④

ア(　　　　)　イ( 　　　)　ウ(　　　　)　エ(　　　　)　オ(　　　　)　カ(　　　　)　キ(　　　　)

 ( 　　 )  ( 　　　　 )  ( 　　　 )
70°

ア
イ

ウ
エ

オ

70°

60°

40°

50° 50°

110°
°

°

°

°

30° 115° 130° 105°

105°

100°

75°

100°

55°
150°

60°

ア

ア
エ

カ

キ

ク

ケオウ
イ

ウ
エ

オ
カ

キ

イ

平行四辺形

4 ア~ケの角度を求めましょう。（各4点　36点）

②

ア(　　　　)　イ(　　　　)　ウ(　　　　)　エ(　　　　)　オ(　　　　)　カ(　　　　)　キ(　　　　)

ク(　　　　)　ケ(　　　　)

平行四辺形 ③ ひし形 ④ 等脚台形① 四角形

ひし形 等脚台形

じょうぎ

とうきゃく

40

15°

135°

260° 285° 85°
120° 120°

125° 55° 150° 30°

65° 115° 130° 50° 105° 75°

45° 105° 135° 120°

30 150 100

① ② ③

① ② ③

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈図形の角②〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 ア~オの角度を求めましょう。（各3点　15点）

ア( 　　　　)　　イ( 　　　　)　　ウ( 　　　　) エ( 　　　　) オ( 　　　　)

ア(　　　　)　　イ( 　　　)　　ウ(　　　　)　　エ(　　　　) オ( 　　　)　　カ( 　　　)

ア( 　　　　)

イ( 　　　　)

ウ( 　　　　)

エ( 　　　　)

オ( 　　　　)

カ( 　　　　)

2 ア~キの角度を求めましょう。（各4点　28点）

ア( 　　　)　イ(　　　　)　ウ(　　　　)　エ(　　　　)　オ(　　　　)　カ(　　　　)　キ(　　　　)

3 ア~カの角度を求めましょう。（1問9点　27点）

① ② ③

4 下のア~カの角度を求めましょう。（各5点　30点）

① ② ③

45°

70°
250°

35°

110°

55°

95°

35° 95°
40°

125° 65°

30°

ア

ア

ア

ア

イ

ウ オ
カ

エイ

イ

ウ

エ

オ

キ

カ

イ
ウ

エ オ

125°

ウ

エ カ

オ
95°

120°

125°

140°
130° 230°

30°
95°

35°
125°

65° 135° 20° 125° 230° 95° 135°

270°

108°
108°

120°
120°

135°
135°

300° 150° 75° 37.5°

110° 70° 220° 110° 55° 80°

―　解　説　―
　図形の角度を求める問題です。1は三角形の内角の和
が 180°ということを利用して角度を求めましょう。
　2は三角定規を組み合わせたときにできる角度を求め
ます。三角定規は 45°、45°、90°の直角二等辺三角
形と30°、60°、90°の直角三角形の、2種類があります。
この角度はしっかり覚えておきましょう。
3と4は、四角形の内角の和が 360°、直線が 180°

ということを利用して、角度を求めましょう。平行四辺
形とひし形の向かい合う角度は等しく、等脚台形は、底
辺の両はしの角が等しいという性質も利用します。
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① ② ③

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈いろいろな四角形の面積①〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 次の平行四辺形の面積を求めましょう。（各10点　30点）

2 次のひし形の面積は何cm2でしょう。（各10点　30点）

① ② ③

3 次の台形の面積を求めましょう。（各10点　30点）

4 長方形のはりがねのわくを図のように変えて平行四辺形にしました。面積はどれだけ少なくなった
でしょう。 （10点）

① ② ③

4.5cm

8cm

7cm

8cm

10cm
7cm

3.5cm

5cm

3.8cm

5cm

7cm

9cm 16cm 10cm

9cm

6cm14cm

13cm
5cm

12.5cm 5.5cm

8cm
6cm

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

答え
4cm

9cm

5cm

9cm

5cm
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① ② ③

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈いろいろな四角形の面積②〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 次の平行四辺形の　　 の長さは、何cmでしょう。（各10点　30点）

2 次の図形の　　 の長さは何cmでしょう。（各10点　30点）

① ② ③

3 次の図形の色がぬられた部分の面積を求めましょう。（各20点　40点）

① ②

6cm

12cm

9cm

9cm
4cm

7.5cm

8cm 7cm 20cm

6cm

5cm

4cm

6cm

5cm

12cm

21cm

24cm 2cm

31.5cm2

67.5cm2

630cm2

48cm2

85cm2

82.5cm215cm

5cm

5.5cm

13cm
10cmcm

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

cm

cm

cm

cm

cm
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解答・解説
算
5 年

―　解　説　―
　1は、すでに面積が分かっている平行四辺形から、底
辺や高さを求める問題です。面積÷高さ =底辺、面積
÷底辺=高さで求めることができます。
　2は、ひし形と台形の面積から辺の長さを求める問題
です。それぞれ面積の公式にあてはめて計算しましょう。
特に台形の上底と下底の計算の順序に気をつけましょ
う。
　3の②は色のついた部分を、ついていない部分にずら
すと、平行四辺形になります。底辺と高さの色のついて
いない部分をひいて、底辺×高さの計算をすると、色の
ついた部分の面積が求められます。

① ② ③

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈いろいろな四角形の面積①〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 次の平行四辺形の面積を求めましょう。（各10点　30点）

2 次のひし形の面積は何cm2でしょう。（各10点　30点）

① ② ③

3 次の台形の面積を求めましょう。（各10点　30点）

4 長方形のはりがねのわくを図のように変えて平行四辺形にしました。面積はどれだけ少なくなった
でしょう。 （10点）

① ② ③

4.5cm

8cm

7cm

8cm

10cm
7cm

3.5cm

5cm

3.8cm

5cm

7cm

9cm 16cm 10cm

9cm

6cm14cm

13cm
5cm

12.5cm 5.5cm

8cm
6cm

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

答え
4cm

9cm

5cm

9cm

5cm

8×4.5=36
36cm2

8×7=56
56cm2

3.5×5=17.5
17.5cm2

3.8×5÷2=9.5
9.5cm2

12.5×6÷2=37.5
37.5cm2

8×5.5÷2=22
22cm2

(7+9)×5÷2=40

40cm2

(14+16)×13÷2=195

195cm2

(6+10)×9÷2=72

72cm2

9cm2

① ② ③

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈いろいろな四角形の面積②〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 次の平行四辺形の　　 の長さは、何cmでしょう。（各10点　30点）

2 次の図形の　　 の長さは何cmでしょう。（各10点　30点）

① ② ③

3 次の図形の色がぬられた部分の面積を求めましょう。（各20点　40点）

① ②

6cm

12cm

9cm

9cm
4cm

7.5cm

8cm 7cm 20cm

6cm

5cm

4cm

6cm

5cm

12cm

21cm

24cm 2cm

31.5cm2

67.5cm2

630cm2

48cm2

85cm2

82.5cm215cm

5cm

5.5cm

13cm
10cmcm

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

（式）

答え

cm

cm

cm

cm

cm

48÷12=4

4(cm)
85÷10=8.5

8.5(cm)
82.5÷5=16.5

16.5(cm)

31.5×2÷9=7

7(cm)

67.5×2÷5-12=15

15(cm)

630×2÷(21+24)
=28

28(cm)

ア 7×7.5÷2=26.25
イ 9×6÷2=27
ア+イ　26.25+27=53.25

53.25cm2

(20-4)×(4+6)=160

160cm2

ア

イ

―　解　説　―
　1の平行四辺形の面積は「底辺×高さ」で求められま
す。高さに対して、どの辺が底辺になるのかをよく考え
て求めましょう。
2のひし形の面積は「対角線×対角線÷ 2」で求めま
しょう。ひし形も平行四辺形なので、底辺と高さが分かっ
ている場合は、底辺×高さでも求められます。
3の台形の面積は「（上底＋下底）×高さ÷ 2」の公

式を使って求めましょう。
　4は長方形から平行四辺形に変化しています。縦と横
の長さは同じ長さですが、平行四辺形の面積は底辺と高
さで求めるので、面積が変わります。

©小学館

こ
れ

は
見

本
で

す



① ② ③

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈多角形と円①〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 次の多角形を、円の中心から等分してかきましょう。また等分した1つ分の角度は何度になるで
しょう。(　)にかきましょう。 （各10点　30点）

2 下の正六角形は、半径2cmの円の中にかかれています。次の問題に答えましょう。（各10点　30点）

3 下の図のような正八角形があります、点Ｏは正八角形の中心です。角ア~エの角度を、計算で求め
ましょう。 （各10点　40点）

（式）

答え

答え

正五角形
1つ分の角度は(　　　　　)　

正六角形
1つ分の角度は(　　　　　)　

正十角形
1つ分の角度は( )

① この図と同じ図を、定規とコンパスを使ってかきましょう。

② 正六角形の6つの頂点から円の中心に線をひいたときにできる図形を答えましょう。

答え

③ 正六角形の1辺の長さを6cmにしようと思います。直径何cmの円をかけばよいでしょう。

ア

イ
Ｏ ウ

エ

ア

（式）

答え

イ

（式）

答え

ウ

（式）

答え

エ

じょう

ちょうてん

オー

ぎ
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① ②

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈多角形と円②〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 次の円の円周の長さを求めましょう。（各12点　24点）

2 円が図のように正方形の中にぴったり入っています。次の問題に答えましょう。（各8点　16点）

3 中心が同じ2つの円があります。外側の円の円周の長さを計算したら188.4cmで、内側の円の円
周の長さは94.2cmでした。 （各12点　36点）

4 次の図の、円周の一部の長さを答えましょう。（各12点　24点）

（式）

（式）

答え

（式）

答え

答え

① 円の半径は何cmでしょう。

答え

② この円の円周の長さを求めましょう。

（式）
答え

答え

（式）

答え

（式）

① 外側の円の直径は、何cmでしょう。

（式）
答え

②

①

②

内側の円の直径は、何cmでしょう。

（式）

答え

③ アの長さは何cmでしょう。

20cm

24cm

15cm

ア

3cm

6cm

60°

円周全体のうちの一部を
「弧」というのじゃ。

こ
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解答・解説
算
5 年

―　解　説　―
　円の円周についての問題です。円周は直径×円周率で
求めることができます。1の②は半径なので 2倍にし
てから、円周率の 3.14をかけましょう。
　2は正方形の中に円がぴったり入っているので、正方
形の 1辺と円の直径は同じ長さです。①は半径を求め
られているので、2でわりましょう。
　4は円周の一部の長さを求める問題です。まずは円全
体の円周を求め、求めるおうぎ形の中心の角度を見て、
それが円周全体の何分の一かを考えます。①なら　  、
②なら　  ですね。

① ② ③

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈多角形と円①〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 次の多角形を、円の中心から等分してかきましょう。また等分した1つ分の角度は何度になるで
しょう。(　)にかきましょう。 （各10点　30点）

2 下の正六角形は、半径2cmの円の中にかかれています。次の問題に答えましょう。（各10点　30点）

3 下の図のような正八角形があります、点Ｏは正八角形の中心です。角ア~エの角度を、計算で求め
ましょう。 （各10点　40点）

（式）

答え

答え

正五角形
1つ分の角度は(　　　　　)　

正六角形
1つ分の角度は(　　　　　)　

正十角形
1つ分の角度は(　　　　　)　

① この図と同じ図を、定規とコンパスを使ってかきましょう。

② 正六角形の6つの頂点から円の中心に線をひいたときにできる図形を答えましょう。

答え

③ 正六角形の1辺の長さを6cmにしようと思います。直径何cmの円をかけばよいでしょう。

ア

イ
Ｏ ウ

エ

ア

（式）

答え

イ

（式）

答え

ウ

（式）

答え

エ

じょう

ちょうてん

オー

ぎ

360÷8=45 45°
（8-2）×180÷8=135 135°
45×3=135 135°
180-135=45
45÷2=22.5 22.5°

正三角形

12cm

72° 60° 36°

① ②

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈多角形と円②〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 次の円の円周の長さを求めましょう。（各12点　24点）

2 円が図のように正方形の中にぴったり入っています。次の問題に答えましょう。（各8点　16点）

3 中心が同じ2つの円があります。外側の円の円周の長さを計算したら188.4cmで、内側の円の円
周の長さは94.2cmでした。 （各12点　36点）

4 次の図の、円周の一部の長さを答えましょう。（各12点　24点）

（式）

（式）

答え

（式）

答え

答え

① 円の半径は何cmでしょう。

答え

② この円の円周の長さを求めましょう。

（式）
答え

答え

（式）

答え

（式）

① 外側の円の直径は、何cmでしょう。

（式）
答え

②

①

②

内側の円の直径は、何cmでしょう。

（式）

答え

③ アの長さは何cmでしょう。

20cm

24cm

15cm

ア

3cm

6cm

60°

円周全体のうちの一部を
「弧」というのじゃ。

こ

20×3.14=62.8

24×3.14=75.36

62.8cm
15×2×3.14=94.2

94.2cm

12cm

75.36cm

188.4÷3.14=60 60cm

4.71cm

3×2×3.14÷4=4.71

6.28cm

6×2×3.14÷6=6.28

94.2÷3.14=30 30cm

60÷2-30÷2=30-15=15
15cm

―　解　説　―
　正多角形の問題です。1の正五角形は 360°÷
5=72°、正六角形は 360°÷ 6=60°、正十角形は
360°÷ 10=36°を円の中心から等分して線でつなげ
ましょう。
　正六角形は円のまわりを半径の長さで区切ってもかく
ことができるので、2の①はコンパスで 2cmずつ円の
まわりを区切って、区切ったところをつなげたら完成で
す。③は、正六角形の一辺と円の半径の長さは同じなの
で、直径はその 2倍で 12cmになります。
　3のイは、八角形の内角の和を 8でわって、内角 1
つ分を求めます。ウは、アの 3つ分の角度です。エは
ウの角度を 180°からひいた数を 2でわれば、求めら
れます。

1
41

6
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●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈角柱と円柱①〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 下の立体について、表の①~⑤にあてはまる言葉や数を書きましょう。（各10点　50点）

2 次の円柱を真正面と真上から見た図をかきましょう。方眼の1ますは1cmとします。（各5点　10点）

3 右下の図は半径が5cm、高さが13cmである円柱の展開図です。側面の長方形のたての長さと横
の長さを求めましょう。円周率は3.14とします。 （各10点　20点）

4 次の図の立体の展開図を書きなさい。円周率は3.14とし、方眼の1ますは1cmとします。円柱の

横の長さは、　　の位で四捨五入して、整数で求めましょう。 （各10点　20点）

答え

ア イ

立体の名前 ① 三角柱

底面の形 ② 三角形

底面の数 2 ③

側面 曲面 ④

側面の数 1 ⑤

ア イ

2.5cm

4cm

1
10

① ②
2.5cm

2cm

2cm

2cm

6cm5cm

ほうがん

てん

えんしゅうりつ

ししゃごにゅう

かいず
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●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈角柱と円柱②〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 下の図は六角柱の見取り図と展開図です。底面が正六角形のとき、展開図のアとイの長さを答えま
しょう。 （各9点　18点）

2 下の角柱について答えましょう。（各7点　42点）

9.5cm アcm

Ａ

Ａ

Ｇ Ｌ

Ｆ

Ｉ Ｊ

Ｄ

Ｂ

Ｂ Ｅ

Ｈ Ｋ

Ｃ

Ｃ Ｄ

Ｅ Ｈ

Ｆ Ｇ

イcm

5.5cm
イ

答え ア

この角柱の底面はどんな形ですか。( ）

この角柱は何という角柱ですか。( ）

面ＡＢＣＤに平行な面はどれでしょう。( ）

①

②

③

この角柱の底面はどんな形ですか。( ）

この角柱は何という角柱ですか。( ）

面ＡＢＣＤＥＦに平行な面はどれでしょう。( ）

辺ＢＨに平行な辺はどれでしょう。( ）

底面に垂直な面をすべて答えましょう。

( ）

①

②

③

④

⑤

辺ＡＢに垂直な辺はどれでしょう。すべて答えましょう。

( ）

面ＡＢＦＥに平行な面はどれでしょう。( ）

底面に垂直な面をすべて答えましょう。

( 　）

3 右の角柱について答えましょう。（各8点　40点）

④

⑤

⑥

てん

すいちょく

かいず
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解答・解説
算
5 年

―　解　説　―
　1は六角柱から、展開図のたてと横の長さを求める問
題です。たての長さは、六角柱の高さと同じ長さで、横
の長さは底面の六角形の 1辺× 6つ分と同じ長さです。
　2は四角柱、3は六角柱について、垂直な面や辺を答
える問題です。立体図形の平行と垂直について、しっか
り確認しておきましょう。特に六角柱の場合は、辺や面
の数が増えるので、見落とさないようにしましょう。問
題文での底面とは、角柱の上下の面のことです。この底
面に垂直な面は四角柱なら 4面、六角柱なら 6面あり
ます。

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈角柱と円柱①〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 下の立体について、表の①~⑤にあてはまる言葉や数を書きましょう。（各10点　50点）

2 次の円柱を真正面と真上から見た図をかきましょう。方眼の1ますは1cmとします。（各5点　10点）

3 右下の図は半径が5cm、高さが13cmである円柱の展開図です。側面の長方形のたての長さと横
の長さを求めましょう。円周率は3.14とします。 （各10点　20点）

4 次の図の立体の展開図を書きなさい。円周率は3.14とし、方眼の1ますは1cmとします。円柱の

横の長さは、　　の位で四捨五入して、整数で求めましょう。 （各10点　20点）

答え

ア イ

立体の名前 ①　　　　 三角柱

底面の形 ②　　 三角形

底面の数 2 ③　　

側面 曲面 ④　　　　

側面の数 1 ⑤　　

ア イ

2.5cm

4cm

1
10

① ②
2.5cm

2cm

2cm

2cm

6cm5cm

ほうがん

てん

えんしゅうりつ

ししゃごにゅう

かいず

たて13cm　　横31.4cm

横…5×2×3.14=31.4

円柱
円

2
平面
3

2cm

2cm

2cm

5cm

2.5cm

2.5cm

約16cm
6cm

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈角柱と円柱②〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 下の図は六角柱の見取り図と展開図です。底面が正六角形のとき、展開図のアとイの長さを答えま
しょう。 （各9点　18点）

2 下の角柱について答えましょう。（各7点　42点）

9.5cm アcm

Ａ

Ａ

Ｇ Ｌ

Ｆ

Ｉ Ｊ

Ｄ

Ｂ

Ｂ Ｅ

Ｈ Ｋ

Ｃ

Ｃ Ｄ

Ｅ Ｈ

Ｆ Ｇ

イcm

5.5cm
イ

答え ア

この角柱の底面はどんな形ですか。( 　　　　　　）

この角柱は何という角柱ですか。( 　　　　　　）

面ＡＢＣＤに平行な面はどれでしょう。( 　　　　　　　）

①

②

③

この角柱の底面はどんな形ですか。( 　　　　　　）

この角柱は何という角柱ですか。( 　　　　　　）

面ＡＢＣＤＥＦに平行な面はどれでしょう。( 　　　　　　　）

辺ＢＨに平行な辺はどれでしょう。( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

底面に垂直な面をすべて答えましょう。

( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

①

②

③

④

⑤

辺ＡＢに垂直な辺はどれでしょう。すべて答えましょう。

( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

面ＡＢＦＥに平行な面はどれでしょう。( 　　　　　　　）

底面に垂直な面をすべて答えましょう。

( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

3 右の角柱について答えましょう。（各8点　40点）

④

⑤

⑥

てん

すいちょく

かいず

33(cm)
9.5(cm)

四角形

四角柱

面ＥＦＧＨ

六角形

六角柱

面ＧＨＩＪＫＬ

辺ＡＤ、辺ＡＥ、辺ＢＣ、辺ＢＦ

面ＡＢＦＥ、面ＢＣＧＦ、面ＣＤＨＧ、面ＤＡＥＨ

辺ＡＧ、辺ＣＩ、辺ＤＪ、辺ＥＫ、辺ＦＬ

面ＡＢＨＧ、面ＢＣＩＨ、面ＣＤＪＩ、面ＤＥＫＪ、面ＥＦＬＫ、面ＦＡＧＬ

面ＤＣＧＨ

―　解　説　―
　1は円柱と三角柱の特ちょうについて答える問題で
す。図をよく見てあてはまる言葉や数を書き、それぞれ
の特ちょうをつかみましょう。
　2は円柱を真正面と真上から見た図を書きます。円柱
は上から見ると円ですが、横からみると長方形になりま
す。
　3の側面の長方形のたての長さは円柱の高さと等し
く、横の長さは底面の円周と同じなので半径× 2×
3.14で求めることができます。
4円柱の側面 (長方形 )の横の長さも、底面の円周と

同じ長さです。小数点以下を四捨五入しましょう。
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●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈２つの量の関係①〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 たて2cm、横6cm、高さ1cmの直方体をたてに積み上げていくときの、高さと体積の関係を調べ
ます。次の問題に答えましょう。（①15点②10点　25点）

上の表のあいているところをうめ、完成させましょう。

2 なつみさんには、同じたん生日で3才年上のお兄さんがいます。2人の年れいの関係を調べます。
 （①20点②10点　30点）

3 まわりの長さが28cmの長方形があります。次の問いに答えましょう。（①30点②15点　45点）

高さ (cm) 1 2 3 4 5 6 7 8

体積 (cm3) 12

たて (cm) 1 2 3 4 5 6 7 8

横 (cm)

①

上の表のように、一方の数量が2倍、3倍・・・になると、もう一方の数量も2倍、3倍・・・とな
る2つの量の関係を、何というでしょう。

②

答え

2人の年れいを、上の表にまとめましょう。

なつみ (才) 1

兄 (才)

①

なつみさんの年を○、お兄さんの年を△として、式に表しました。正しい式を選びましょう。

ア　△÷○=3　　　イ　△-○=3　　　ウ　△+○=3
②

答え

この長方形のたてと横の長さを、上の表にまとめましょう。①

たての長さを○、横の長さを△として、式に表しました。正しい式を選びましょう。

ア　△×○=14　　　イ　△-○=14　　　ウ　△+○=14
②

答え
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●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈２つの量の関係②〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 1つ75円のあんぱんを買うときの、個数と代金の関係を表にしました。次の問いに答えましょ
う。 （各10点　30点）

表のあいているところにあてはまる数を書きましょう。

2 1辺が2cmの正三角形を、下の図のように1つずつ増やしていくときの、まわりの長さの変わり方
を調べます。 （各10点　40点）

3 次の場面について、○と△の関係を式に表しましょう。 （各15点　30点）

あんぱん (個) 1 2 3 4 5 6

代金 (円)

正三角形の数 (個) 1 2 3 4 5 6 7

まわりの長さ (cm)

①

あんぱんの個数を○個、代金を△円として、式に表しましょう。②

正三角形の数とまわりの長さを下の表にまとめましょう。①

1Lのガソリンで21km走る自動車の、ガソリンの量○Lと進む道のり△km①

正三角形の数が1つずつ増えるごとに、まわりの長さは何cmずつ増えるでしょう。②

答え

正三角形の数を○個、まわりの長さを△cmとして、式に表しましょう。③

答え

（式）

代金が1200円のとき、買ったあんぱんの個数を求めましょう。③

答え

（式）

正三角形が50個のときのまわりの長さを求めましょう。④

答え
（式）

△=

△=

答え △=

60さつあるノートを4さつずつ配ったときの、人数○人と残りのノートのさつ数△さつ②

答え △=

こ

ふ

すう
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解答・解説
算
5 年

―　解　説　―
　2つの量の関係を、式に表す練習をしましょう。1は、
あんぱんの個数が 2個、3個…と増えていくと、代金
も 2倍、3倍と増えていくので、比例の関係であると
いえます。比例する 2つの量の式は、△ =きまった数
×○となることを覚えておきましょう。
　2は、正三角形が 1つ増えるごとに、まわりの長さ
が 2cmずつ増えていくことから、正三角形の数に 2を
たして、2cmをかけるとまわりの長さが求められるこ
とに気づきましょう。
　3の①は比例関係で、②はもとのノートの数から配っ
た数をひくと、残りのノートの数が分かる式をつくりま
しょう。

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈２つの量の関係①〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 たて2cm、横6cm、高さ1cmの直方体をたてに積み上げていくときの、高さと体積の関係を調べ
ます。次の問題に答えましょう。（①15点②10点　25点）

上の表のあいているところをうめ、完成させましょう。

2 なつみさんには、同じたん生日で3才年上のお兄さんがいます。2人の年れいの関係を調べます。
 （①20点②10点　30点）

3 まわりの長さが28cmの長方形があります。次の問いに答えましょう。（①30点②15点　45点）

高さ (cm) 1 2 3 4 5 6 7 8

体積 (cm3) 12

たて (cm) 1 2 3 4 5 6 7 8

横 (cm)

①

上の表のように、一方の数量が2倍、3倍・・・になると、もう一方の数量も2倍、3倍・・・とな
る2つの量の関係を、何というでしょう。

②

答え

2人の年れいを、上の表にまとめましょう。

なつみ (才) 1

兄 (才)

①

なつみさんの年を○、お兄さんの年を△として、式に表しました。正しい式を選びましょう。

ア　△÷○=3　　　イ　△-○=3　　　ウ　△+○=3
②

答え

この長方形のたてと横の長さを、上の表にまとめましょう。①

たての長さを○、横の長さを△として、式に表しました。正しい式を選びましょう。

ア　△×○=14　　　イ　△-○=14　　　ウ　△+○=14
②

答え

24 36 48 60 72 84 96

1213 11 10 9 8 7 6

54 6 7 8 9 10 11
2 3 4 5 6 7 8

比例の関係

ウ

イ

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 〈２つの量の関係②〉
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

て
ん

1 1つ75円のあんぱんを買うときの、個数と代金の関係を表にしました。次の問いに答えましょ
う。 （各10点　30点）

表のあいているところにあてはまる数を書きましょう。

2 1辺が2cmの正三角形を、下の図のように1つずつ増やしていくときの、まわりの長さの変わり方
を調べます。 （各10点　40点）

3 次の場面について、○と△の関係を式に表しましょう。 （各15点　30点）

あんぱん (個) 1 2 3 4 5 6

代金 (円)

正三角形の数 (個) 1 2 3 4 5 6 7

まわりの長さ (cm)

①

あんぱんの個数を○個、代金を△円として、式に表しましょう。②

正三角形の数とまわりの長さを下の表にまとめましょう。①

1Lのガソリンで21km走る自動車の、ガソリンの量○Lと進む道のり△km①

正三角形の数が1つずつ増えるごとに、まわりの長さは何cmずつ増えるでしょう。②

答え

正三角形の数を○個、まわりの長さを△cmとして、式に表しましょう。③

答え

（式）

代金が1200円のとき、買ったあんぱんの個数を求めましょう。③

答え

（式）

正三角形が50個のときのまわりの長さを求めましょう。④

答え
（式）

△=

△=

答え △=

60さつあるノートを4さつずつ配ったときの、人数○人と残りのノートのさつ数△さつ②

答え △=

こ

ふ

すう

75 150 225 300 375 450

6 8 10 12 14 16 18

75×○

1200÷75=16 16個

2cm

(○+2)×2

21×○

60-4×○

(50+2)×2=104 104cm

―　解　説　―
　2つの量の関係を表に表す問題です。1は 2つの量
について、一方の数が 2倍、3倍…と増えると、もう
一方も同じように 2倍、3倍…と増えていく関係を、「比
例の関係」といいます。
　2は、お兄さんとなつみさんの年れいの差が 3才な
ので、「差が一定の関係」となっています。式に表すと、
△-○=3となります。
　3は、長方形の四辺の長さの合計が 28cmなので、
たてと横の長さの関係を考えるには、まず 28÷ 2を
します。たてと横の長さの和は必ず 14cmになるので
「和が一定の関係」といえます。式に表すと、△ +○
=14です。
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算 月 日

て
ん5 年

●5年生の実力を確認する―まとめのテスト

力だめしテスト〈直方体と立方体〉

1 次の　　に、あてはまる数や言葉を書きましょう。（1つ5点・40点）

2 下の展開
てんかい

図
ず

を見て、問題に答えましょう。

3 下の図の直方体について、次の問題に答えましょう。

4 さいころの向かい合った面の目の数の和は、7になっています。

漓

滷

澆

潺

潸

澁

平らな面のことを、 といいます。

長方形だけや、長方形と正方形で囲まれた箱の形を、 といいます。

正方形だけで囲まれた箱の形を、 といいます。

直方体も立方体も、面の数は　　 つで、辺の数は　　　本あります。

には、同じ長さの辺が4本ずつ、 組あります。

頂点の数は、直方体も立方体も同じで、 つです。

答え

漓 3の展開図からできる箱の高さは、

何cでしょう。 （10点）

答え

滷 eの展開図には、縦
たて

6c、横8cの

長方形が何個あるでしょう。 （10点）

3 e

答え

漓 面3に平行な面はどれでしょう。（5点）

答え

滷 面eに平行な面はどれでしょう。（5点）

答え

澆 面3に平行な辺はどれでしょう。（10点）

答え　3 e 4

漓 左の図の3、e、4の目の数は、それぞれいくつでしょう。（10点）

答え

滷 の面に垂直な面の目の数を、全部書きましょう。（10点）
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算 月 日

て
ん5 年

●5年生の実力を確認する―まとめのテスト

力だめしテスト〈直方体と立方体の体積〉

1 立方体について、次の問題に答えましょう。

2 下の図の、立体の体積を求めましょう。（式、答え各5点・20点）

答え

3 体積が315c3で、底面が7cと9cの直方体があります。この直方体の高さは、何cでしょう。

（式、答え各5点・10点）（式）

4 縦
たて

が2m、横が5m、高さが3mの直方体の体積は、何m3でしょう。また、何c3でしょう。

（式、答え各5点・10点）

5 体積が378c3の直方体があります。この直方体の縦を6c、高さを9cにすると、横は何cにな

るでしょう。 （式、答え各10点・20点）

答え

6 下のようなブロックを使って、立方体をつくります。ブロックは、最低何個、必要でしょう。

（式、答え各10点・20点）

（式）

（式）

（式）

答え

漓 1辺2cの立方体の体積は、いくらでしょう。（式、答え各5点・10点）

漓

滷

（式）

（式）

（式）
答え

滷 どの辺の長さも2倍、3倍にすると、体積はそれぞれ
もとの立体の体積の何倍になるでしょう。（10点）

答え

答え

答え

答え
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算
5 年

解答・解説

算 月 日

て
ん5 年

●5年生の実力を確認する―まとめのテスト

力だめしテスト〈直方体と立方体〉

1

算 月 日

て
ん5 年

●5年生の実力を確認する―まとめのテスト

力だめしテスト〈直方体と立方体の体積〉

1次の　　に、あてはまる数や言葉を書きましょう。（1つ5点・40点）

2 下の展開
てんかい

図
ず

を見て、問題に答えましょう。

3 下の図の直方体について、次の問題に答えましょう。

4 さいころの向かい合った面の目の数の和は、7になっています。

漓

滷

澆

潺

潸

澁

平らな面のことを、 といいます。

長方形だけや、長方形と正方形で囲まれた箱の形を、 といいます。

正方形だけで囲まれた箱の形を、 といいます。

直方体も立方体も、面の数は　　 つで、辺の数は　　　本あります。

には、同じ長さの辺が4本ずつ、 組あります。

頂点の数は、直方体も立方体も同じで、 つです。

答え

漓 3の展開図からできる箱の高さは、

何cでしょう。 （10点）

答え

滷 eの展開図には、縦
たて

6c、横8cの

長方形が何個あるでしょう。 （10点）

3 e

答え

漓 面3に平行な面はどれでしょう。（5点）

答え

滷 面eに平行な面はどれでしょう。（5点）

答え

澆 面3に平行な辺はどれでしょう。（10点）

答え　3 e 4

漓 左の図の3、e、4の目の数は、それぞれいくつでしょう。（10点）

答え

滷 の面に垂直な面の目の数を、全部書きましょう。（10点）

立方体について、次の問題に答えましょう。

2 下の図の、立体の体積を求めましょう。（式、答え各5点・20点）

答え

3 体積が315c3で、底面が7cと9cの直方体があります。この直方体の高さは、何cでしょう。

（式、答え各5点・10点）（式）

4 縦
たて

が2m、横が5m、高さが3mの直方体の体積は、何m3でしょう。また、何c3でしょう。

（式、答え各5点・10点）

5 体積が378c3の直方体があります。この直方体の縦を6c、高さを9cにすると、横は何cにな

るでしょう。 （式、答え各10点・20点）

答え

6 下のようなブロックを使って、立方体をつくります。ブロックは、最低何個、必要でしょう。

（式、答え各10点・20点）

（式）

（式）

（式）

答え

漓 1辺2cの立方体の体積は、いくらでしょう。（式、答え各5点・10点）

漓

滷

（式）

（式）

（式）
答え

滷 どの辺の長さも2倍、3倍にすると、体積はそれぞれ
もとの立体の体積の何倍になるでしょう。（10点）

答え

答え

答え

答え

平面

直方体

立方体

6 12

直方体 3

8

5c

2個

面イカキウ

面アオカイ

辺イカ、辺ウキ、辺イウ、辺カキ

5 6

1、2、5、6

4

2×2×2＝8 8c
3

8倍、27倍になる

5×7×4＝140

140c
3

6×6×3＝108
2×2×3＝12
108－12＝96

96c
3

315÷（7×9）＝5 5c

378÷（6×9）＝7

7c

2、4、6の最小公倍数は12
12÷6＝2 12÷4＝3 12÷2＝6
2×3×6＝36

36個

2×5×3＝30
30m

3＝30000000c3

30m
3、30000000c3

珈は、直方体と立方体の問題です。直方体は、長方形だ

けや、正方形と長方形で囲まれた立体です。また、正方形

だけで囲まれた立体を立方体といいます。直方体と立方体

には、面が６つ、頂点が８つ、辺が12本あります。

玳は、立方体と直方体の展開図です。展開図というのは、

箱を辺にそってきり開いた図のことです。3は立方体の展

開図なので、高さは１辺の長さと同じです。eは直方体の

展開図です。直方体で平行な２つの面は、同じ大きさです。

縦６cm、横８cmの長方形は、展開図の中に２つあり、そ

れらの面は平行になっています。

珎は、直方体の面と面、面と辺の関係を考えます。③は、

面3に平行な面が面イカキウなので、面イカキウのまわり

にある辺も、面3に平行になっています。

玻の①は、向かい合う面を展開図から見つけましょう。

面3と向かい合う面は、目が２の面です。面eと向かい合

うのは、目が１の面です。面4が向かい合うのは、目が３

の面です。

珈は、立方体の体積を求める問題です。立方体の体積は、

１辺×１辺×１辺で求めます。

玳の②は、はじめに縦６cm、横６cm、高さ３cmの直方

体の体積を求めます。そのあと、かけているかどの部分の

縦２cm、横２cm、高さ３cmの直方体の体積をひけば、図

の形の体積を求めることができます。

珎は、直方体の体積を底面積でわると、高さを求めるこ

とができます。

玻は、体積を立方メートルの単位と立方センチメートル

の単位で答える問題です。１立方メートルは、1000000立

方センチメートルです。

珀は、珎と同じ考え方で解くことができます。直方体の

体積を、直方体の縦と高さでわると、横の長さを求めるこ

とができます。

珥は、公倍数の考え方で解きます。立方体の１辺の長さ

はすべて同じなので、ブロックの縦と横と高さの最小公倍

数を求めます。

─　解　説　─ ─　解　説　─
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算 月 日

て
ん5 年

●5年生の実力を確認する―まとめのテスト

力だめしテスト〈計算の見積もり〉

1 紙1000枚
まい

の厚さをはかったら、82Mありました。（式、答え各4点・16点）

2 次の　　に、あてはまる数を書きましょう。（各4点・16点）

3 次の積や商を、上から2けたのがい数で求めましょう。（各4点・32点）

4 6年生156人が、バスで遠足に行きます。貸し切りバスの料金は、1台96000円で、4台いりま

す。1人あたりいくら集めるとよいでしょう。上から2けたのがい数で求めましょう。

（式、答え各6点・12点）

5 127.3m2の広さの家を建てるのに、1m2について153000円の費用がかかります。この家を建て

るには、いくらかかるでしょう。上から2けたのがい算で求めましょう。 （式、答え各6点・12点）

答え

（式）

答え

（式）

漓 この紙1枚の厚さは、何Mでしょう。

答え
（式）

滷 この紙10000枚の厚さは、何cでしょう。

答え
（式）

漓 320×5400＝32×54×

澆 6.56×37000＝656×37×

滷 26880÷8400＝2688÷84÷

潺 170100÷270000＝1701÷27÷

漓

澆

潸

澀

283×539

97640×3345

7386÷324

374500÷600

滷

潺

澁

潯

7253×8392

524000×38000

38754÷687

927000÷4600

6 わが国の面積は377864k2、2000年の人口は約126070000人です。1k2についての人口を、

上から3けたのがい数で求めましょう。 （式、答え各6点・12点）

（式）

答え
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下の表は、3から6まで5人の身長と体重を調べたものです。春子さんの身長は、5人の平均よ

り低く、体重はちょうど平均です。春子さんは、下の表の3から6のどれでしょう。

算 月 日

て
ん5 年

●5年生の実力を確認する―まとめのテスト

力だめしテスト〈平均〉

1 右の表は、5人の身長です。130cをこえる高さだけを

ならす考え方で、5人の平均を求めましょう。

2 みのる君は、3週間で、のべ15時間45分勉強しました。1日平均何分勉強したことになるで

しょう。 （式、答え各5点・10点）

答え

3 毎日8時間ずつ働いて、20人の人が30日で仕上げる仕事があります。この仕事を毎日10時間

ずつ40人の人が働くと、何日で仕上がるでしょう。 （式、答え各5点・10点）

（式）

4 たかお君の漢字の4回のテストの平均点は、76点でした。3回の結果は、74点、78点、73点で

す。もう1回のテストは、何点だったでしょう。 （式、答え各5点・10点）

答え

5 さち子さんの家族は、父、母、兄の4人家族です。家族全員の年令の平均は28才ですが、さち子

さんを除
のぞ

くと、年令の平均は34才になります。さち子さんは、何才でしょう。 （式、答え各10点・20点）

答え

答え

6 今までの5回の算数のテストの平均が、78点でした。平均点を80点にするには、6回目のテスト

で何点とればよいでしょう。 （式、答え各10点・20点）

（式）

（式）

（式）

答え

7

（式）

答え

（式）

答え

（式） （式、答え各5点・10点）

名 前　　 A     B     C      D     E

身長（c） 132 139 134 135 133

（式、答え各10点・20点）

身長（c） 体重（G）

3

e

4

5

6

138

132

141

143

135

41.3

36.7

42.3

44.9

41.3
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算
5 年

解答・解説

算 月 日

て
ん5 年

●5年生の実力を確認する―まとめのテスト

力だめしテスト〈計算の見積もり〉

1

算 月 日

て
ん5 年

●5年生の実力を確認する―まとめのテスト

力だめしテスト〈平均〉

1紙1000枚
まい

の厚さをはかったら、82Mありました。（式、答え各4点・16点）

2 次の　　に、あてはまる数を書きましょう。（各4点・16点）

3 次の積や商を、上から2けたのがい数で求めましょう。（各4点・32点）

4 6年生156人が、バスで遠足に行きます。貸し切りバスの料金は、1台96000円で、4台いりま

す。1人あたりいくら集めるとよいでしょう。上から2けたのがい数で求めましょう。

（式、答え各6点・12点）

5 127.3m2の広さの家を建てるのに、1m2について153000円の費用がかかります。この家を建て

るには、いくらかかるでしょう。上から2けたのがい算で求めましょう。 （式、答え各6点・12点）

答え

（式）

答え

（式）

漓 この紙1枚の厚さは、何Mでしょう。

答え
（式）

滷 この紙10000枚の厚さは、何cでしょう。

答え
（式）

漓 320×5400＝32×54×

澆 6.56×37000＝656×37×

滷 26880÷8400＝2688÷84÷

潺 170100÷270000＝1701÷27÷

漓

澆

潸

澀

283×539

97640×3345

7386÷324

374500÷600

滷

潺

澁

潯

7253×8392

524000×38000

38754÷687

927000÷4600

6 わが国の面積は377864k2、2000年の人口は約126070000人です。1k2についての人口を、

上から3けたのがい数で求めましょう。 （式、答え各6点・12点）

（式）

答え

下の表は、3から6まで5人の身長と体重を調べたものです。春子さんの身長は、5人の平均よ

り低く、体重はちょうど平均です。春子さんは、下の表の3から6のどれでしょう。

右の表は、5人の身長です。130cをこえる高さだけを

ならす考え方で、5人の平均を求めましょう。

2 みのる君は、3週間で、のべ15時間45分勉強しました。1日平均何分勉強したことになるで

しょう。 （式、答え各5点・10点）

答え

3 毎日8時間ずつ働いて、20人の人が30日で仕上げる仕事があります。この仕事を毎日10時間

ずつ40人の人が働くと、何日で仕上がるでしょう。 （式、答え各5点・10点）

（式）

4 たかお君の漢字の4回のテストの平均点は、76点でした。3回の結果は、74点、78点、73点で

す。もう1回のテストは、何点だったでしょう。 （式、答え各5点・10点）

答え

5 さち子さんの家族は、父、母、兄の4人家族です。家族全員の年令の平均は28才ですが、さち子

さんを除
のぞ

くと、年令の平均は34才になります。さち子さんは、何才でしょう。 （式、答え各10点・20点）

答え

答え

6 今までの5回の算数のテストの平均が、78点でした。平均点を80点にするには、6回目のテスト

で何点とればよいでしょう。 （式、答え各10点・20点）

（式）

（式）

（式）

答え

7

（式）

答え

（式）

答え

（式） （式、答え各5点・10点）

名 前　　 A     B     C      D     E

身長（c） 132 139 134 135 133

（式、答え各10点・20点）

身長（c） 体重（G）

3

e

4

5

6

138

132

141

143

135

41.3

36.7

42.3

44.9

41.3

10

10

100

280×540＝151200

98000×3300＝323400000

7400÷320＝23.1…

370000÷600＝616.…

7300×8400＝61320000

520000×38000＝19760000000

39000÷690＝56.5…

930000÷4600＝202.…

約150000

約320000000

約23

約620

約61000000

約20000000000

約57

約200

82÷1000＝0.082

0.082×10000＝820 820mm＝82c

96000×4＝384000 380000÷160＝2375

150000×130＝19500000

126000000÷378000＝333.3…

0.082mm

82c

約2400円

約2000万円

約333人

1000

（2＋9＋4＋5＋3）÷5＝4.6
130＋4.6＝134.6

（8×30×20）÷（10×40）＝4800÷400＝12

（138＋132＋141＋143＋135）÷5＝137.8
（41.3＋36.7＋42.3＋44.9＋41.3）÷5＝41.3
体重41.3Gは、ア○とオ○
137.8cより低いのは、オ○

76×4－（74＋78＋73）＝304－225＝79

28×4－34×3＝112－102＝10

80×6－78×5＝480－390＝90

15時間45分＝945分　3週間＝21日
945÷21＝45

134.6c

45分間

12日

79点

10才

90点

オ○

珈の②は、別解答として、次のような考え方もあります。

10000枚は1000枚の10倍なので、1000枚分の厚さの82mm

を10倍すれば、10000枚分の厚さを求めることができます。

玳は、けた数の多い数字の計算を簡単にする方法です。

０がついている計算は、０をとって計算し、あとから０を

もどすほうが簡単になります。

珎は、「上から２けたのがい数」とあるので、左側から

数えて３番目の数を四捨五入します。たとえば、②7253を

上から２けたのがい数にするときは、左から３番目の位置

にある、十の位を見ます。この位の数字は５なので、四捨

五入すると7300となります。同じ考え方でほかの数字を上

から２けたのがい数にしてから、計算しましょう。答えも、

上から２けたのがい数に直しましょう。

玻は、バス４台分の料金を出したあと、１人あたりの費

用を求めます。１人あたりの料金は2375円になりますが、

上から２けたのがい数で求めるので、左から３番目の位の

数字を四捨五入して、がい数にします。

珈は、５人の身長から、一の位の数字をとりだして合計

し、５でわります。そのあと、130にその数をたせば、平

均を求めることができます。

玳は、のべ時間を日数でわると、１日の勉強時間の平均

を求めることができます。15時間45分を945分に直したり、

３週間を21日間に直すところがポイントです。

玻は、はじめに、４回分のテストの合計点を出します。

そこから、３回分の合計点をひくと、残りのテストの点が

わかります。

珥は、６回分のテストの平均点を80点にしたいので、80

に６をかけると、６回分のテストの合計点を求めることが

できます。その数から５回分のテストの合計点をひけば、

６回目のテストの点数がわかります。

珮は、はじめに、５人分の体重の平均と身長の平均を求

めます。次に、体重が平均と同じで、身長が平均より低い

人を見つけます。

─　解　説　─ ─　解　説　─
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算 月 日

て
ん5 年

●5年生の実力を確認する―まとめのテスト

力だめしテスト〈分数のたし算・ひき算②〉

1 次の計算をしましょう。（各6点・60点）

2 、 、 、 のうちで、最も大きい数と最も小さい数との差を、最も簡
かん

単
たん

な分数で答え

ましょう。 （式、答え各5点・10点）

答え

3 ある分数に　 をたすのを、まちがえて　 をひいたので、 になりました。正しい答えを求め

ましょう。 （式、答え各5点・10点）

（式）

4 田口さんの家から駅まで行くとちゅうに、学校と郵
ゆう

便
びん

局
きょく

があって、その道のりは下の図のとおり

です。郵便局から駅までの道のりは、何kありますか。 （式、答え各5点・10点）

（式）

答え

5 次の□に、あてはまる数を書きましょう。（10点）

（考え方）

漓
1

3
＋
2

5
滷

9

10
＋
3

5

澆
5

6
－
3

8
潺

3

4
－
2

7

潸
3

4
－
1

3
澁

1

6
＋
1

2

澀
1

2
＋
3

4
潯

5

6
－
1

4

潛 1－
1

2

濳
4

5
－
2

3

＋
1

6
－
2

3

－
5

6
－
1

3

＋
1

4
－
1

8

＋
3

4
－
1

2

4

5

7

9

9

11

13

15

答え

3

7

3

7

1

3

10
＝
1

2
＋
1

3
5＋

7

8
k

2

5
k

1

4
k

田
口
さ
ん

の
家

郵
便
局

学
校

駅

（式）
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●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 速さ・道のり・時間①
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

ん
て

①～⑤の文の に、あてはまる数や言葉を書きましょう。（□1つ2点、全問正解で＋2点・60点）

変える単位 計算方法 変える単位 計算方法

時速→分速 時速○÷60 km→m ○km×1000

分速→秒速 分速○ m→cm ○m

時速→秒速 時速○ km→cm ○km

秒速→分速 秒速○ m→km ○m

分速→時速 分速○ cm→m ○cm

秒速→時速 秒速○ cm→km ○cm

1

次の表の 　　にあてはまる、計算記号と数を答えましょう。（1問4点・40点）2

① 「速さ」を求める式は、速さ＝ 　÷　 です。例えば、3時間で180kmを走り切った

車があるとします。この場合、車の時速を求める式は、 (km)÷3(時間)＝ (km／時)

となり、答えは時速　　　kmとなります。

② 「道のり」を求める式は、道のり＝　　　　× です。例えば、時速50kmで3時間走り続

けた車があるとします。時速50kmとは、1時間に50km進むということなので、進む道のりを求

める式は (km／時)×3(時間)＝   (km)となり、答えは   kmとなります。

③ ある道のりをある一定の速さで進み切るとき、かかる「時間」を求める式は、時間＝ ÷

です。例えば150kmの道のりを時速50kmの車で走り続けた時、走り切るのにかかる時

間を求める式は、 (km)÷50 (km／時)＝  (時間）となり、答えは3時間となります。

④ 「速さ」の表し方には、1時間に進む道のり(kmやｍなど)を表す 、1分間に進む道のり(kmや

ｍなど)を表す 、１秒間に進む道のり(kmやｍなど)を表す の3つがあります。

⑤ ある人が1時間かけて3.6kmの道のりを歩いたとき、この人の歩く速さは 3.6kmです。

3.6kmは    　　　   mなので、1時間あたりの速さを mと表すこともできます。

時速を60でわると、1時間＝60分なので、 　を求めることができます。この人の歩く速さ

は　　　　　ｍ／時なので、　　　　にすると m／分と表すことができます。

時速を3600でわると、1時間＝60分＝3600秒なので、 を求めることができます。この

人の歩く速さは  ｍ／時なので、   　　　にすると 　　 m／秒と表すことができます。
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●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 速さ・道のり・時間②
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

ん
て

①～③の問題に答えましょう。（式、答え各5点・30点）1

① 100kmの道のりを2時間で走り切った自動車の、時速は何kmでしょう。

答え

（式）

時間や長さの単位に注意して、①～③の問題に答えましょう。2

① 時速52kmで走り続ける自動車と、分速0.8kmで走り続けるトラックとでは、どちらが速いで
しょう。 （式、答え各10点・20点）

（式）

② 時速65kmで走り続ける自動車が3時間で進む道のりは何kmでしょう。

答え

（式）

③ 分速80mで歩く人が3.2kmを歩き切るのに、何分かかるでしょう。

答え

（式）

③ 120kmの道のりを、走り始めからと中まで時速55kmで走り続けましたが、と中から目的地まで道

がこんでいて、時速20kmで30分間走りました。目的地に着くまで何時間何分かかったでしょう。
（式、答え各15点・30点）（式）

答え

答え

② 135kmの道のりを１時間半で走るＡ特急と、分速1300mで走るＢ特急があります。時速はどち
らが何km／時速いでしょう。 （式、答え各10点・20点）

（式1）（Ａ特急の時速）

（式3）（速さの差）

（式2）（Ｂ特急の時速）

答え
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解答・解説
算
5 年

―　解　説　―
の①～③の文章題は、「速さ・道のり・時間」の基

本問題です。それぞれを求める公式にあてはめて考えま
しょう。③では「mと km」の 2つの単位が出てきます。
こうした場合は単位をそろえて式をたてることが大切で
す。3.2kmを 3200ｍに直して計算するほうが簡単で
す。

の①②は、ちがう 2つの乗り物の速さを比べる問
題です。それぞれの速さを求めて比べたり、ひき算する
ことで答えが求められます。③では、と中から「時速
20kmで 30分間走った」ことに注目し、その道のり
を求めます。全体の道のりからその道のりをひけば、時
速 55kmで走った道のりがわかりますね。

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 速さ・道のり・時間①
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

ん
て

①～⑤の文の　　 に、あてはまる数や言葉を書きましょう。（□1つ2点、全問正解で＋2点・60点）

変える単位 計算方法 変える単位 計算方法

時速→分速 時速○÷60 km→m ○km×1000

分速→秒速 分速○ m→cm ○m

時速→秒速 時速○ km→cm ○km

秒速→分速 秒速○ m→km ○m

分速→時速 分速○ cm→m ○cm

秒速→時速 秒速○ cm→km ○cm

1

次の表の 　　にあてはまる、計算記号と数を答えましょう。（1問4点・40点）2

① 「速さ」を求める式は、速さ＝　　　　　÷　　　 です。例えば、3時間で180kmを走り切った

車があるとします。この場合、車の時速を求める式は、 　　　(km)÷3(時間)＝ 　　(km／時)

となり、答えは時速　　　kmとなります。

② 「道のり」を求める式は、道のり＝　　　　×　　　 です。例えば、時速50kmで3時間走り続

けた車があるとします。時速50kmとは、1時間に50km進むということなので、進む道のりを求

める式は 　　 (km／時)×3(時間)＝   　　 (km)となり、答えは   　　 kmとなります。

③ ある道のりをある一定の速さで進み切るとき、かかる「時間」を求める式は、時間＝ 　　　　÷

　　　　です。例えば150kmの道のりを時速50kmの車で走り続けた時、走り切るのにかかる時

間を求める式は、   　　 (km)÷50 (km／時)＝  　 (時間）となり、答えは3時間となります。

④ 「速さ」の表し方には、1時間に進む道のり(kmやｍなど)を表す 　　　、1分間に進む道のり(kmや

ｍなど)を表す　　　 、１秒間に進む道のり(kmやｍなど)を表す 　　 の3つがあります。

⑤ ある人が1時間かけて3.6kmの道のりを歩いたとき、この人の歩く速さは 　　 3.6kmです。

3.6kmは    　　　   mなので、1時間あたりの速さを　　　　   　　　　mと表すこともできます。

時速を60でわると、1時間＝60分なので、 　　　を求めることができます。この人の歩く速さ

は　　　　　ｍ／時なので、　　　　にすると 　　 m／分と表すことができます。

時速を3600でわると、1時間＝60分＝3600秒なので、 　　  を求めることができます。この

人の歩く速さは   　　　　 ｍ／時なので、   　　　にすると 　　 m／秒と表すことができます。

道のり

道のり

時間

速さ

時速

時速

時速

分速

分速

分速

秒速

秒速

秒速

速さ

時間

180

150

150

150

60

50

60

3

1

60

3600

3600

3600

÷60
÷3600
×60
×60
×3600

×100
×100000
÷1000
÷100
÷100000

3600

●5年生の実力を確認する

力だめしテスト 速さ・道のり・時間②
算
5 年

まとめのテスト 月　　日

ん
て

①～③の問題に答えましょう。（式、答え各5点・30点）1

① 100kmの道のりを2時間で走り切った自動車の、時速は何kmでしょう。

答え

（式）

時間や長さの単位に注意して、①～③の問題に答えましょう。2

① 時速52kmで走り続ける自動車と、分速0.8kmで走り続けるトラックとでは、どちらが速いで
しょう。 （式、答え各10点・20点）

（式）

② 時速65kmで走り続ける自動車が3時間で進む道のりは何kmでしょう。

答え

（式）

③ 分速80mで歩く人が3.2kmを歩き切るのに、何分かかるでしょう。

答え

（式）

③ 120kmの道のりを、走り始めからと中まで時速55kmで走り続けましたが、と中から目的地まで道

がこんでいて、時速20kmで30分間走りました。目的地に着くまで何時間何分かかったでしょう。 
（式、答え各15点・30点）（式）

答え

答え

② 135kmの道のりを１時間半で走るＡ特急と、分速1300mで走るＢ特急があります。時速はどち
らが何km／時速いでしょう。 （式、答え各10点・20点）

（式1）（Ａ特急の時速）

（式3）（速さの差）

（式2）（Ｂ特急の時速）

答え

100(km)÷2(時間)＝50(km／時) 50km／時(時速50km)

65(km／時)×3(時間)＝195(km) 195km

3.2(km)×1000÷80(m／分)＝40(分)

20(km／時)×0.5(時間)＝10(km)　120(km)－10(km)＝110(km)

110(km)÷55(km／時)＝2(時間)　2時間＋30分＝2時間30分

40分

(時速にそろえてくらべた場合)
トラックの時速＝0.8(km／分)×60(倍)＝48km／時
52km／時＞48km／時なので、自動車が速い。

2時間30分

自動車

135(km)÷1.5(時間)＝90(km／時)

90(km／時)＞78(km／時)なので、
90(km／時)－78(km／時)＝12(km／時)

1300(ｍ)×60(分)÷1000＝78(km／時)

Ａ特急が、12km／時速い

―　解　説　―
の①～⑤の文章は「速さ・道のり・時間」を求める

公式についてまとめたものです。文章ごと暗記してしま
いましょう。また「速さ＝道のり÷時間」の関係だけ覚
えていても、そこから道のり＝速さ×時間、時間＝道の
り÷速さ、と式を展開することもできます。もうひとつ
大切な用語は「時速・分速・秒速」と「長さの単位」で
す。さらに「時速○kmは、分速何mになるか」といっ
た問題にも、きまりにそってすらすら答えられるように
練習しておきましょう。

は速さの単位の変え方や、長さの単位の変え方を表
にまとめたものです。この表の内容も、しっかりマスター
しておきましょう。
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算 月 日

て
ん5 年

●5年生の実力を確認する―まとめのテスト

力だめしテスト〈単位量あたり・速さ〉
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解答・解説
算
5 年

算 月 日

て
ん5 年

●5年生の実力を確認する―まとめのテスト

力だめしテスト〈単位量あたり・速さ〉
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